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に

　
昭
和
三
五
年
頃
に
は
じ
ま
る
高
度
経
済
成
長
政
策
の
結
果
、
目
本
資
本
主
義
の
工
業
生
産
力
は
飛
躍
的
な
発
展
拡
大
を
と
げ
た
。

そ
れ
は
国
家
権
力
を
動
員
し
た
米
日
独
占
資
本
の
暴
力
的
資
本
蓄
積
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
と
同
時
に
、
労
働
者
階

級
、
農
民
、
中
小
企
業
者
な
ど
の
生
活
と
権
利
は
い
ち
じ
る
し
く
脅
や
か
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
そ
の
地
域
的
現
象
は
、
既
存
工
業
地
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域
と
そ
の
周
辺
部
に
お
げ
る
過
密
化
と
農
山
漁
村
に
お
げ
る
過
疎
化
の
同
時
的
進
行
で
あ
る
。
端
的
に
い
え
ば
現
代
に
お
け
る
日
本

資
本
主
義
の
諸
矛
盾
が
、
こ
の
過
密
、
過
疎
と
い
う
地
域
的
な
現
象
に
集
中
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
よ
い
。

　
本
稿
は
、
ま
ず
全
国
的
に
み
て
ど
の
よ
う
た
人
口
移
動
が
あ
り
、
そ
の
問
に
お
い
て
目
本
資
本
主
義
の
産
業
構
成
が
ど
の
よ
う
に

変
化
し
て
き
た
か
、
と
り
わ
げ
こ
の
問
に
お
い
て
人
口
流
出
の
激
し
か
っ
た
地
域
を
摘
出
し
て
、
そ
れ
ら
の
地
域
と
産
業
構
成
の
変

化
の
相
関
性
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
、
両
者
の
関
連
は
統
計
数
字
で
み
る
か
ぎ
り
必
ず
Ｌ
も
一
貫
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
な
い
が
、

そ
の
特
殊
事
情
に
っ
い
て
は
、
こ
れ
を
地
域
的
に
分
析
し
、
さ
ら
に
は
人
口
流
出
の
原
因
が
、
ま
さ
し
く
第
一
次
産
業
の
不
振
に
あ

る
こ
と
を
ア
ソ
ヶ
ー
ト
調
査
結
果
に
も
と
づ
い
て
析
出
し
た
。
多
く
の
手
続
き
を
と
り
な
が
ら
、
導
き
出
さ
れ
て
き
た
結
論
は
個
別

地
域
に
か
ん
す
る
若
干
の
検
討
が
含
ま
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
簡
単
で
あ
り
、
か
っ
抽
象
的
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
手
続
き
に
よ
っ
て
、
人
口
流
出
の
原
因
を
「
人
問
の
生
き
が
い
を
失
っ
た
か
ら
」
と
す
る
文
化
人
類
学
者

や
、
た
ん
に
高
度
経
済
成
長
の
ヒ
ズ
ミ
に
求
め
る
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
経
済
学
者
に
た
い
し
て
明
確
た
批
判
を
行
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

同
時
に
、
こ
の
地
域
的
な
産
業
構
成
の
変
化
が
ど
の
よ
う
な
仕
組
で
お
こ
な
わ
れ
た
の
か
、
あ
る
い
は
、
個
別
具
体
的
た
人
口
流
出

地
域
に
お
い
て
そ
の
仕
組
が
ど
う
展
開
さ
れ
て
き
た
の
か
と
い
う
今
後
の
研
究
課
題
を
提
起
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
ら
の
研
究
課
題
に
っ
い
て
は
、
本
稿
の
「
あ
と
が
き
」
を
参
照
し
て
い
た
だ
げ
れ
ほ
幸
い
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
本

稿
は
そ
う
し
た
研
究
課
題
の
杜
会
科
学
的
な
正
当
性
を
論
証
す
る
こ
と
に
も
な
っ
て
い
る
こ
と
を
付
し
て
お
き
た
い
。

第
一
章
人
口
移
動
の
概
況
と
産
業
構
成
の
変
化

わ
れ
わ
れ
は
人
口
流
出
に
か
ん
す
る
経
済
的
研
究
の
出
発
点
を
具
体
的
現
実
か
ら
は
じ
め
る
。
い
ま
、

昭
和
三
〇
年
か
ら
昭
和
四



○
年
に
か
げ
て
日
本
に
お
げ
る
総
人
口
は
、
八
千
九
百
万
人
余
か
ら
九
千
八
百
万
人
余
へ
、
指
数
に
し
て
約
一
割
の
増
加
を
み
て
い

る
。
こ
の
総
人
口
の
一
割
増
加
は
地
域
的
に
み
て
均
等
に
生
じ
た
の
で
は
な
い
。
各
都
道
府
県
に
お
い
て
も
勿
論
の
こ
と
で
あ
る
が
、

同
一
都
道
府
県
内
、
さ
ら
に
は
同
一
市
町
村
内
に
お
い
て
さ
え
も
、
こ
の
十
年
問
に
数
倍
と
い
う
い
ち
じ
る
し
い
人
口
増
加
を
し
て

い
る
か
と
思
え
ば
他
地
域
に
お
い
て
は
同
期
問
に
五
割
減
少
と
い
う
事
態
が
並
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
こ
の
人

口
増
加
と
減
少
が
全
く
不
規
則
な
か
た
ち
で
行
な
わ
れ
て
い
る
の
か
と
い
え
ぱ
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
杜
会
的
に
み
て
、

一
定
の
観
則
性
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
第
一
表
を
み
て
い
た
だ
こ
う
。

　
昭
和
三
〇
年
か
ら
昭
和
四
〇
年
に
か
げ
て
一
貫
し
て
人
口
増
加
を
示
し
て
い
る
の
は
、
北
海
道
、
宮
城
、
埼
玉
、
千
葉
、
東
京
、

神
奈
川
、
石
川
、
岐
阜
、
静
岡
、
愛
知
、
１
京
都
、
大
阪
、
兵
庫
、
奈
良
、
広
島
の
一
五
都
道
府
県
で
あ
っ
て
、
北
海
道
、
宮
城
、
石

川
、
広
島
を
除
げ
ば
、
こ
れ
ら
は
地
理
的
に
み
て
、
い
わ
ゆ
る
太
平
洋
ベ
ル
ト
地
帯
と
そ
の
周
辺
部
に
属
し
て
お
り
、
こ
の
一
五
県

の
人
口
増
加
は
昭
和
四
五
年
ま
で
一
貫
し
て
持
続
し
て
い
る
。

　
ま
た
昭
和
三
〇
年
か
ら
三
五
年
に
か
げ
て
は
、
人
口
が
減
少
す
る
が
、
昭
和
三
五
年
か
ら
四
〇
年
に
か
げ
て
逆
に
人
口
増
加
へ
と

転
化
し
て
い
る
の
は
、
茨
城
、
栃
木
、
群
馬
、
三
重
、
滋
賀
、
和
歌
山
、
の
六
県
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
太
平
洋
ベ
ル

ト
地
帯
の
周
辺
部
に
位
置
し
て
い
る
と
い
う
地
理
的
特
徴
を
も
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
の
六
県
は
す
べ
て
昭
和
四
五
年
ま
で

一
貫
し
て
人
口
増
加
傾
向
を
持
続
し
て
い
る
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
と
は
逆
に
、
昭
和
三
〇
年
か
ら
三
五
年
に
か
げ
て
は
人
口
増
加
を
み

て
い
る
も
の
の
、
昭
和
三
五
年
か
ら
四
〇
年
に
か
け
て
は
人
口
が
減
少
し
た
も
の
に
は
、
青
森
、
岩
手
、
富
山
、
福
岡
、
長
崎
の
五

県
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
青
森
、
岩
手
と
い
う
東
北
地
方
二
県
と
、
部
分
的
に
は
重
工
業
を
も
っ
て
お
り
な
が
ら
も
太
平
洋
ベ
ル
ト
地

帯
と
は
隔
絶
し
て
い
る
三
県
が
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
グ
ル
ー
ブ
は
将
来
動
向
と
の
関
連
で
は
き
わ
め
て
複

　
　
　
人
口
流
出
と
地
域
的
産
業
構
成
の
変
化
（
杉
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
（
一
八
七
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
・
第
二
号
）

四
（
一
八
八
）

）年
４
５和昭～年

３
０和昭（移推口人易県府道都表－第

９
４
５
８
８
３
６
２
１
６
９
９
２
３
０
９
７
６
４
８
０
４
１
９
９
９
９
３
９
１
３
５
７
４

２

Ａ

６
３
９
３
０
５
１
９
１
８
９
７

●
　
　
　
●
　
　
　
■

５
３
１
６
２
３
４

６
５
８
９
３
７
６
１
３
６
９
３
７

０

４

３

１

１

９

７
５

６

８
３
３
５
８
９
７
３
２
２

０
２
１
７
４
０
３
１

１
６
２
１

１

１

１

１

１

１

１

１

／

７

５

４

８

１

１
４

Ｄ

△

△
△
△

△

△
△
△

△
△

△
△
△
△
△

△
△
△
△
△
△

８
１
４
５
５
４
１
４
９
３
９
０
７
１
０
３
０
７
６
７
１
１
２
６
１
９
７
５
１
６
０
２
４

１

Ａ

４
５
１
５
１
７
４
５
８
５
３
５
２

５
３
７
９
７
１
０
８

４
９
６
２
５
１
２
６
４
７
４
６
７
２

０

６

６
７
５
９

０

８

２

１

１

５
６
５
０
２

０
３
２
５
１
３
０
１
０

４

１

１

１
△
△
△
△
△
△

１

／

３

２

３

５

２

Ｃ

△

△
△
△
△
△
△

△

△
△
△

△

△
△
△

△
△
△
△
△

６
９
５
６
４
２
８
２
１
４
１
２
９
３
０
５
３
６
５
９
８
８
８
１
９
８
０
２
６
８
３
０
７
７
７

５

Ｃ

２
８
８
８
０
０
９
３
８
３
２

４
７
４
８
２
１
１
５
３
６
２
２
０
２
３
１
３
４
４
２
２
６

５

０
０
２
３
３
３
１
４
３

３
８
４
４
３
１
０
２

０
０
０
３
６
２
１

／

２

２

２

１

１

１

Ｄ

△

△
△
△

△

△
△
△

△
△

△
△

△
△

△
△
△
△
△
△

７
８
７
７
３
４
２
８
７
１
０
３
５
９
３
７
５
２
６
４
４
７
８
０
６
９
０
５
８
６
２
８
６

２

Ｂ

６
７
６
６
２
４
３
４
５
７
０
２
２

３
５
４
２
１
５
０
０
５
２
３
７
１
４
３
３
２
３
４
１
７
６
４
４
４
５

５

／

２
０
２
０
４
４
３
０
０
１

４
７
２
８
１
０
０
０
２
１

２
１
１
２
　
　
　
　
△
△

１

９
一
１
・
一

Ｃ

△
△

△
△
△

△
△
△

△
△
△

・
・
・
・
・
・
・
・
・
…

６
２
５
９
０
４
１
８
２
２
４
６
５
９
３
１
７
２
１
０
５
０
６
０
３
０
２
９
５

６

Ａ

７
４
０
７
１
１
０
０
３
２

３
４
１
０
１
３
９
一
７
０
０
２
４
１
１
０
３
２
２
３

３

３

０

２

２
０
４

５
３
１
０
１
２
２
０
２
２

１

４

／

２

１

１

Ｂ

△
△
△
△
△
△

△

△
△
△

△
△

△
△
△
△

△
△
△
△
△

△

△
△
△
△

３
３
８
７

０
８
０
６
７
５

６
５
８
１
７

４
２
６
８

５
９
６
５
０

ｏ

７

０
３
３
＾
一
〇
８
７
１
１

９
２
４
１

７
２
５

０
０
９
７
４
５

６
８
８
２

６
３
７
７
２

３
４
１
９

２
８

１

６

４
２
６
０
５

６

年

８
２
８
２
７
１

７
５
２

０

７
２
７

４
８
９
２
３
２
１
５
ｑ
Ｕ

’
ｏ
８０

７

０

４

９

１

７

７

５

０

１

４
１
８
１
８

４
４
２
２
５
ー
ユ

０

２

５

３

２

３

６

Ｏ

５

Ｏ

９

４

６

０

２

９

６

４

２

０

９

９

８

１

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

５

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

６
８
９
６
３
９

０
０
７
０
２
８

ｏ
ｏ
７
６
１
１

７

８
６
７
８
０

０
５
１
９

０

Ｄ
秘

４
７
１
９
１
５

６
３
０
８
６
６
８
２

０
９
２
４
２

８

８

４

８

５

２

６

３

４

６

７

０
３

１

９

０

１

８
２
３
７

０
５
５
２

２

８

２

７

１

４

２

４

４

８

５

６

６

０

７

６

２

０

４

６

５

５

０

３

５

８

２

６

６

９

０

５

７

７

４

５

７

９

４

７

０

８

５

７

１

０

７

７

１

４

３

８

２

２

９

１

５

６

８

３

４

４

３

０

０

７

７

９

７

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

昭

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

２

７

４

１

２
１

１

４

１

１
’
・
↓
１
－
‘
１
■
一

３

５
１
１
１
１
１
１
２
１
１
３
３

１

５

２

１

１

１

１

３

５

ユ

０

１

１

４
７
５
１
３
７

５
８
９
４
５

５
３
０
５
６

３
５
５
４
４
１
５
５
（
ｏ

（
Ｕ
２
一
１

１

０

１

８
６

５
３
４
４
６

４
３
０
４
３
１
５
ｏ
Ｕ
７
‘

０
６
２
５
６
８

０
８
４
６
７

５
２
３
４
７
１

４
８
１
１
８
４
つ
Ｕ

８
９
４

６

年
０
ｏ
リ
ー
↓
２

３
０
５
５
５

８
８
７
４
４
３

６
９
５
９

４

３

８

１

９

９

９
８
（
ｏ

１
・
一
１
５
１
・
一

８
３
７
６
８

２
７
４
６
５

９

８

５

１

１

８

１

７

１

６

５

９

７

２

７

９

４

４

５

１

０

３

５

６

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

０

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

３
８
０
２
８
４
３
２

７
９
５
６

９
１
５
１

３
５
０
’
ｏ
２

４
１
１
０
７
０
３

４

Ｃ
秘

１

６

１
Ｏ
Ｊ
〇
一

３
３
６
１
５
４
１

９
０
８
５
０
０

９

５

Ｏ

５

０

２

２

７
２
４
８

４

１

０
４
１
６

７
４
７
８
８
５

７

７

１

１

５

７

６

８

５

２

０

１

０

６

３

９

２

８

５

６

５

０

１

１

９

７

５

８

１

６

３

８

０

５

８

６

２

５

８

９

４

８

９

８

６

７

１

Ｏ

８

２

１

４

４

７

２

２

９

０

５

６

Ｏ

７

８

４

３

ｏ

９

７

７

９

７

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

昭

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

４

２

６

４

１

１
２
１

１

３

１
１
↓
１
↓
１
■
一
１
１
一

８

５

１

１

１

１

１

１

２

１

１

３

２

０

４

２

１

１

１

２

１

９

１

６
９
１
３
４
５

３
６
７
８
１

５
６
４
３
７
４
７
７
５

９
４
１
２
５
０
４

１

６
６
７

５
０
４
７
４
４
６
１
ｎ
）
２
６

７
４
８
６
２

０
９
７
１
５
９

０
４
８
５
９

３
８
５
４
０
７
６
ｏ
ｏ
ｏ
Ｕ
７
‘
７

２
９
５
９
０

０

年

０
０

１

９
８
６
３
２

２
７
７
１

０
７
３
１
１
↓
Ｏ
〕
’
Ｏ

３

２

３

０

６

４

７
４

０

１

１

８
４
０
２
２
８

６
５
６
８
４
１
６
５
１

５

２

６

５

１

５

６

１

０

６

４

８

０

８

１

０

６

４

６

０

５

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，



雑
な
経
過
内
容
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
ち
な
み
に
昭
和
四
五
年
に
か
げ
て
は
青
森
、
富
山
、

福
岡
は
再
び
人
口
増
加
へ
の
傾
向
を
と
り
、
岩
手
と
長
崎
は
人
口
減
の
傾
向
が
そ
の
ま
ま
続
い
て
い
る
。
さ
ら
に
昭
和
三
〇
年
か
ら

四
〇
年
に
か
げ
て
一
貫
し
て
人
口
減
少
し
て
い
る
県
で
あ
る
が
、
全
部
で
二
〇
に
．
達
す
る
。
こ
れ
ら
を
さ
ら
に
、
昭
和
三
〇
年
か

ら
三
五
年
に
か
け
て
の
前
半
五
年
問
よ
り
も
後
半
の
昭
和
三
五
年
か
ら
四
〇
年
に
か
げ
て
の
五
年
問
に
お
げ
る
減
少
率
が
少
い
も
の

を
選
び
だ
す
と
、
山
梨
、
長
野
、
香
川
が
浮
ん
で
く
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
ベ
ル
ト
地
帯
の
外
辺
部
に
位
置
す
る
県
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
昭
和
四
五
年
時
点
で
は
い
ず
れ
の
県
も
減
少
傾
向
に
あ
る
と
は
い
え
、
そ
の
減
少
率
は
三
県
と
も
少
数
点

以
下
と
な
っ
て
い
る
。
最
後
に
残
さ
れ
た
も
の
は
、
秋
田
、
山
移
、
福
島
、
新
潟
、
福
井
、
鳥
取
、
島
根
、
岡
山
、
山
口
、
徳
島
、

愛
媛
、
高
知
、
佐
賀
、
熊
本
、
大
分
、
宮
崎
、
鹿
児
島
の
一
七
県
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
県
は
局
地
的
に
重
工
業
を
含
む
地
域
を
も
っ

て
は
い
て
も
、
岡
山
を
例
外
に
し
て
い
ず
れ
も
ベ
ル
ト
地
帯
よ
り
遠
隔
地
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
岡
山

県
は
昭
和
四
五
年
の
時
点
で
は
人
口
増
加
へ
の
傾
向
を
た
ど
っ
て
い
る
。
そ
の
他
特
記
し
て
お
く
こ
と
は
昭
和
四
五
年
段
階
で
他
の

ニ
ハ
県
は
い
ず
れ
も
人
口
減
の
傾
向
を
た
ど
っ
て
い
る
が
、
そ
の
減
少
率
は
鹿
児
島
県
を
唯
一
の
例
外
と
し
て
い
ず
れ
も
鈍
化
し
て

い
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
全
国
的
な
人
口
増
減
現
象
を
地
理
的
視
角
か
ら
ふ
ま
え
て
み
る
な
ら
、
昭
和
三
〇
年
か
ら
四
〇
年
に
か
げ
て
太
平

洋
ベ
ル
ト
地
帯
お
よ
び
そ
の
周
辺
部
で
は
人
口
が
増
加
し
、
そ
の
周
辺
部
以
外
の
地
域
で
は
人
口
が
減
少
し
て
い
る
と
い
う
具
合
に

概
括
し
て
も
さ
し
つ
か
え
な
か
ろ
う
。

　
こ
れ
ら
の
人
口
移
動
現
象
に
つ
い
て
は
、
　
『
新
全
国
総
合
開
発
計
画
』
の
前
文
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
・

　
　
「
今
日
で
も
、
わ
が
国
の
国
土
利
用
は
、
大
部
分
が
森
林
お
よ
び
農
地
で
あ
り
、
市
街
地
は
全
国
土
の
一
、
二
％
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
狭
い
地

　
　
　
人
口
流
出
と
地
域
的
産
業
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成
の
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域
に
人
口
の
四
八
％
が
集
中
し
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
五
八
％
が
東
京
、
大
阪
、
名
古
屋
と
そ
の
周
辺
の
五
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
内
に
集
中
し
、

最
近
五
ケ
年
間
に
お
け
る
市
街
地
人
口
の
増
加
分
の
七
四
％
が
こ
れ
ら
の
圏
内
に
集
中
す
る
と
い
う
現
状
に
あ
る
。

　
　
こ
の
形
態
は
基
本
的
に
は
一
世
紀
に
わ
た
る
都
市
と
鉄
道
を
中
心
と
す
る
交
通
網
の
建
設
等
を
基
礎
と
し
て
彩
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
昭
和
三
〇
年
代
に
お
げ
る
目
ざ
ま
し
い
発
展
は
、
こ
の
轟
の
う
え
に
、
さ
ら
纂
機
能
が
累
積
す
る
と
い
嘉
で
行
な
わ
れ
た
た
め
、
局
部

　
的
た
高
密
度
地
域
に
お
い
て
は
過
密
現
象
が
見
ら
れ
、
反
面
、
低
密
度
地
域
に
お
い
て
は
過
疎
現
象
が
見
ら
れ
る
。

　
　
こ
の
よ
う
た
土
地
利
用
の
仕
方
の
偏
在
化
に
加
え
て
杜
会
資
本
整
備
の
立
遅
れ
、
環
境
保
全
技
術
の
未
発
達
お
よ
び
向
都
性
向
の
硬
直
性
を
も

　
激
化
せ
し
め
て
い
る
。

　
　
昭
和
四
〇
年
代
に
お
い
て
は
、
国
民
の
都
市
的
た
生
活
様
式
へ
の
い
っ
そ
う
の
移
行
に
伴
い
、
人
口
の
都
市
集
中
は
、
そ
の
速
度
を
ゆ
る
め
汰

が
ら
も
さ
ら
に
進
展
婁
せ
る
と
と
乏
、
他
方
、
農
山
漁
村
に
お
い
て
は
、
合
流
出
の
結
果
、
昭
和
三
〇
年
代
に
発
生
し
た
過
密
、
過
疎
現

　
象
は
、
さ
ら
に
深
刻
化
す
る
傾
向
に
あ
り
、
そ
れ
が
国
民
生
活
の
快
適
性
と
安
全
性
を
そ
こ
ね
、
経
済
の
効
率
性
を
低
下
さ
せ
る
ぱ
か
り
で
た
く
、

　
自
然
と
人
間
と
の
間
の
あ
る
べ
き
調
和
を
そ
こ
ね
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
」
（
『
新
全
国
総
合
開
発
計
画
』
、
昭
和
四
四
年
、
五
べ
ー
ジ
。
）

　
人
口
移
動
の
原
因
と
そ
の
結
果
に
か
ん
す
る
こ
の
よ
う
た
捉
え
方
が
科
学
的
で
あ
る
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
も
、
人
口
移
動
に
か

ん
す
る
地
理
的
現
象
の
把
握
と
い
う
か
ぎ
り
で
は
基
本
的
に
わ
れ
わ
れ
の
把
握
と
一
致
し
て
い
る
と
み
た
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
と

こ
ろ
で
人
口
減
少
地
域
に
っ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
こ
こ
で
論
ず
る
ま
で
も
な
く
、
人
口
の
自
然
減
少
で
は
な
く
、
主
と
し
て
杜

会
的
滅
少
、
す
套
ち
他
地
域
一
の
合
流
出
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
。
と
す
る
な
ら
、
な
に
ゆ
え
に
こ
の
よ
４
合
流
崇

生
じ
る
の
か
と
い
う
問
題
が
必
然
的
に
提
起
さ
れ
ね
ほ
な
ら
た
い
。
こ
の
間
題
に
対
し
て
も
、
こ
こ
で
す
ぐ
私
見
を
述
べ
る
と
い
う

の
で
は
な
く
、
間
題
解
明
の
た
め
に
現
実
認
識
を
も
う
少
し
深
め
て
お
き
た
い
と
思
う
。

　
さ
き
ほ
ど
・
わ
れ
わ
れ
は
昭
和
三
〇
年
か
ら
四
〇
年
に
か
げ
て
の
都
道
府
県
別
人
口
動
態
に
っ
い
て
、
き
わ
め
て
大
ま
か
に
、
↑
○

人
口
が
一
貫
し
て
増
加
し
た
地
域
、
ｏ
人
口
が
前
半
は
減
少
し
た
が
後
半
は
増
加
し
た
地
域
、
ｏ
人
口
が
前
半
は
増
加
し
た
が
後
半

は
減
少
し
た
地
域
、
ｅ
人
口
が
一
貫
し
て
減
少
し
た
地
域
の
四
グ
ル
ー
プ
に
わ
げ
た
。



　
も
と
よ
り
、
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
人
口
動
態
が
自
然
的
増
減
に
よ
る
側
面
の
あ
る
こ
と
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
こ
れ
が

基
本
的
に
は
杜
会
的
側
面
に
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
す
れ
ぼ
、
こ
れ
ら
四
つ
の
、
あ
る
い
は
数
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人
口
流
出
と
地
域
的
産
業
構
成
の
変
化
（
杉
野
）

量
的
に
は
小
さ
い
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
ｏ
と
い
を
合
わ
せ
て
構
成
し
た

三
つ
の
地
域
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
、
杜
会
的
側
面
か
ら
分
析
し
て
み

る
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
は
杜
会
的
諾
関
係
の
基
礎
を
な

し
て
い
る
経
済
的
側
面
に
つ
い
て
、
よ
り
具
体
的
に
い
え
ぱ
、
地
域

的
な
産
業
構
成
の
差
異
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
き
た
い
。

　
い
ま
、
何
と
い
を
一
つ
の
中
問
的
な
地
域
グ
ル
ー
プ
と
し
て
と
り

あ
つ
か
い
、
全
国
を
三
つ
の
地
域
グ
ル
ー
プ
に
し
て
、
昭
和
四
〇
年

に
お
げ
る
そ
の
産
業
構
成
を
従
業
者
数
（
一
五
才
以
上
）
で
あ
ら
わ
す

と
次
の
よ
う
に
な
る
（
第
二
表
）
。

　
こ
の
表
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
地
域
的
に
み
た
人
口
動
態
は
地

域
の
産
業
構
成
の
性
格
と
き
わ
め
て
密
接
な
関
連
が
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。
す
な
わ
ち
昭
和
三
〇
年
か
ら
四
〇
年
に
か
げ
て
一
貫
し
て
増

加
し
た
府
県
グ
ル
ー
プ
は
、
地
域
に
お
げ
る
第
二
次
、
第
三
次
産
業

の
比
重
が
と
も
に
全
国
平
均
を
上
ま
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
他
の
グ
ル

ー
プ
に
比
し
て
も
最
高
を
占
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
第
一
次
産
業
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
（
一
九
一
）
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全
国
平
均
の
そ
れ
を
一
〇
％
近
く
下
ま
わ
っ
て
い
る
。
内
容
的
に
は
第
三
次
、
第
二
次
、
第
一
次
の
順
と
な
っ
て
地
域
に
お
げ
る
第
・

一
次
産
業
の
比
重
の
小
さ
い
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
中
問
グ
ル
ー
ブ
は
地
域
に
お
げ
る
第
二
次
、
第
三
次
産
業
の

比
重
が
そ
れ
ぞ
れ
全
国
平
均
の
比
重
を
下
ま
わ
り
、
か
っ
第
一
次
産
業
で
は
全
国
平
均
を
上
ま
わ
っ
て
い
る
。
そ
し
て
第
三
次
産
業
、

第
一
次
産
業
、
第
二
次
産
業
と
い
う
順
序
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
人
口
流
出
地
域
グ
ル
ー
プ
は
地
域
産
業
構
成
を
全
国
平
均
と
比

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
較
し
て
い
え
ぱ
、
中
問
グ
ル
ー
プ
と
同
質
的
性
格
を
も
っ
も
の
で
あ
る
が
、
そ

移推の口人業就ｕ
口
刀

業産表３第

７
６
２

川
６
７
ユ

一
３
２
１
１

年
４
０
和
昭

０
８
０
）
｛
０
・
１
８
（

年
３
５
和
昭

８
８
０
）
川
０
・
８
（

年
３
０
和
昭

２
５
０
）
ノ
０
・
２
（

業
産
次
一
第

業
産
次
二
第

業
産
次
三
第

他
の
そ

数
総

　
　
ｏ

　
，
る

　
は
あ

　
業
で

　
産
狐

　
次
は

　
二
他

。
第
の

製
，
そ

作
で
て

り
ま
し

よ
Ｖ
そ

版
～
　
，

年
１
で

各
の
ま

』
類
狙

告
分
～

報
大
ｗ

査
業
は

調
産
業

勢
は
産

国
業
次

『
産
三

局
次
第

計
一
　
，

統
第
を

府
，
業

理
お
造

総
な
製

の
乖
離
の
度
合
は
い
っ
そ
う
強
い
。
か
っ
ま
た
こ
の
グ
ル
ー
ブ
の
特
徴
は
第
一

次
産
業
的
性
格
が
強
く
、
こ
れ
が
中
問
グ
ル
ー
プ
と
も
異
な
っ
て
地
域
の
第
一

位
産
業
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
昭
和
三
〇
年
か
ら
四
〇
年
に
か
げ
て
み
ら
れ
た

人
口
の
杜
会
的
流
動
は
、
地
理
的
に
も
一
定
の
特
殊
的
性
格
を
検
出
す
る
こ
と

が
で
き
る
が
、
こ
れ
を
産
業
構
成
の
面
か
ら
み
れ
ば
、
第
一
次
産
業
か
ら
第
二
次

お
よ
び
第
三
次
産
業
へ
の
人
口
移
動
と
い
う
よ
う
に
提
え
な
お
す
こ
と
も
で
き

る
こ
と
が
わ
か
る
。
ち
な
み
に
昭
和
三
〇
年
か
ら
四
〇
年
に
至
る
期
問
を
従
業

者
数
か
ら
み
た
全
国
の
産
業
構
成
の
変
化
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
一
第
三
表
一
。

　
前
表
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
従
業
者
（
一
五
才
以
上
）
か
ら
み
た
こ
の
期
問

に
お
け
る
全
国
の
産
業
構
成
の
変
化
は
き
わ
め
て
急
激
で
あ
る
。

　
第
一
次
産
業
は
こ
の
期
間
に
三
七
％
強
の
従
業
者
減
を
き
た
し
、
昭
和
三
〇



年
で
は
わ
が
国
に
お
げ
る
第
一
位
産
業
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
四
〇
年
で
は
第
二
次
、
第
三
次
産
業
に
大
き
く
差
を
あ
げ
ら

れ
て
逆
転
、
後
退
し
、
全
産
業
に
占
め
る
比
重
も
五
分
の
二
か
ら
四
分
の
一
へ
と
低
下
し
て
い
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
第
二
次
産
業
は
こ
の
期
問
中
六
七
％
と
い
う
急
速
な
従
業
者
増
を
み
、
産
業
比
重
で
も
約
三
分
の
一
を
占
め
る

に
至
っ
て
い
る
。

　
第
三
次
産
業
の
従
業
者
数
も
四
七
劣
近
い
大
き
な
増
加
を
と
げ
、
昭
和
三
〇
年
に
は
第
二
位
で
あ
っ
た
も
の
が
第
一
位
に
な
り
、

と
り
わ
げ
産
業
比
重
は
四
三
％
と
い
う
き
わ
め
て
大
き
な
位
置
を
し
め
る
に
至
っ
た
。
こ
う
し
た
き
わ
め
て
概
略
的
な
統
計
上
の
変

化
か
ら
も
、
地
域
問
に
お
げ
る
人
口
の
杜
会
的
移
動
は
、
第
一
次
産
業
か
ら
第
二
次
、
第
三
次
産
業
へ
と
移
動
し
た
そ
の
地
理
的
な

現
象
で
あ
る
と
み
な
し
て
も
決
し
て
過
言
で
は
た
か
ろ
う
。
た
だ
統
計
操
作
上
、
府
県
単
位
で
処
理
し
て
い
る
た
め
に
、
こ
の
従
業

者
の
杜
会
的
移
動
を
産
業
別
に
み
た
ば
あ
い
ほ
ど
、
地
理
的
な
移
動
が
激
化
し
た
も
の
と
し
て
は
捉
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
っ
ま

り
同
一
府
県
内
に
お
げ
る
第
一
次
産
業
か
ら
第
二
次
、
第
三
次
産
業
へ
の
移
動
は
数
字
と
し
て
は
統
計
上
あ
ら
わ
れ
て
こ
な
い
の
が

そ
の
第
一
の
理
由
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
れ
が
府
県
外
移
動
で
あ
っ
て
も
、
人
口
流
出
県
へ
の
移
動
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
も
結
果
的
に
は
統

計
上
あ
ら
わ
れ
て
こ
な
い
と
い
う
こ
と
が
第
二
の
理
由
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
一
つ
の
県
内
に
各
種
産
業
が
並
存
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
か
ら
く
る
当
然
の
帰
結
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
産
業
問
に
お
げ
る
人
口
移
動
と
地
域
問
の
人
口
変
動
は
必
ず
し
も
一
致
す
る

も
の
で
は
た
い
が
、
そ
の
杜
会
的
関
連
は
十
分
に
よ
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
だ
が
、
工
業
地
域
や
農
山
村
を
並
存
さ
せ

て
い
る
こ
う
し
た
府
県
を
単
位
地
域
と
す
る
統
計
操
作
の
段
階
で
は
、
明
確
に
過
疎
や
過
密
の
問
題
を
え
ぐ
り
出
す
こ
と
は
で
き
な
ｉ

い
。
そ
れ
は
せ
い
ぜ
い
人
口
移
動
に
お
け
る
流
出
県
、
流
入
県
の
区
分
、
産
業
構
成
の
対
比
と
い
っ
た
か
た
ち
で
の
検
討
に
す
ぎ
な

い
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
か
ら
あ
る
程
度
は
強
引
に
農
業
地
域
か
ら
商
工
業
地
域
へ
の
人
口
移
動
で
あ
る
と
結
論
づ
け
ら
れ
て
も
、

　
　
　
人
口
流
出
と
地
域
的
産
業
構
成
の
変
化
（
杉
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
（
一
九
三
）
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い
っ
た
い
な
ぜ
農
業
地
域
か
ら
商
工
業
地
域
へ
と
人
口
移
動
が
生
じ
る
の
か
と
い
う
杜
会
的
た
問
題
に
ま
で
は
と
う
て
い
立
ち
入
っ

て
考
察
す
る
こ
と
は
で
き
た
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
わ
れ
わ
れ
は
、
検
討
す
べ
き
対
象
地
域
を
市
町
村
と
い
う
地
域
単
位
に
ま
で

堀
り
さ
げ
た
段
階
に
お
い
て
人
口
移
動
お
よ
び
産
業
構
成
の
変
化
が
現
実
に
ど
う
た
っ
て
い
る
か
を
分
析
し
て
い
か
な
げ
れ
ば
な
ら

た
い
。

第
二
章
　
人
口
流
出
地
域
の
分
布
状
況

　
わ
れ
わ
れ
は
、
さ
き
に
、
一
つ
の
府
県
と
い
う
地
域
単
位
に
お
い
て
は
、
そ
の
内
部
的
産
業
構
成
が
均
質
で
は
な
い
た
め
に
、
同

一
府
県
内
に
お
い
て
人
口
流
出
の
き
わ
め
て
激
し
い
地
域
と
、
そ
う
で
は
な
く
む
し
ろ
人
口
流
入
が
ひ
き
つ
づ
い
て
い
る
地
域
と
が

あ
わ
せ
て
並
存
す
る
よ
う
な
場
合
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
い
た
。
そ
こ
で
今
度
は
そ
れ
が
各
府
県
内
に
お
い
て
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
姿
態
を
と
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
い
ま
す
こ
し
詳
し
く
調
べ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
昭
和
三
〇
年
か
ら
四
〇
年
に
至
る
一
〇
年
問
に
お
い
て
、
各
府
県
別
に
み
た
各
市
町
村
の
人
口
変
動
の
状
況
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
（
第
四
表
）
。

　
ま
ず
、
全
体
的
に
み
て
い
え
る
こ
と
は
、
都
市
及
区
部
地
域
に
お
い
て
は
人
口
減
少
よ
り
も
、
人
口
数
に
変
化
少
き
も
の
（
人
口

増
減
が
一
〇
年
問
に
一
割
未
満
）
や
人
口
増
が
圧
倒
的
で
あ
る
の
に
対
し
、
支
庁
、
郡
部
地
区
に
お
い
て
は
人
口
増
に
対
し
て
は
人
口

滅
が
圧
倒
的
な
比
重
を
占
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
都
市
地
域
に
あ
っ
て
も
山
形
、
福
島
、
石
川
、
島
根
、
山
口
、

高
知
、
福
岡
、
佐
賀
、
長
崎
、
熊
本
、
大
分
、
鹿
児
島
の
一
二
県
で
は
、
こ
の
間
に
「
人
口
数
が
一
割
以
上
減
少
し
た
都
市
数
」
が

「
一
割
以
上
増
加
し
た
都
市
数
」
を
う
わ
ま
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
そ
れ
相
当
の
注
意
を
抵
っ
て
お
か
ね
ほ
な
ら
な



い
。　

こ
れ
ら
は
石
川
、
福
岡
、
長
崎
の
各
県
を
除
げ
ぼ
、
い
ず
れ
も
さ
き
の
第
二
表
に
お
げ
る
人
口
減
グ
ル
ー
プ
、
す
な
わ
ち
一
貫
し

て
人
口
減
を
示
し
て
い
た
県
に
属
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
ま
た
人
口
減
を
示
し
て
い
る
県
で
あ
っ
て
も
、
山
形
、

鳥
取
、
島
根
、
佐
賀
を
除
げ
ば
、
同
一
県
内
に
お
げ
る
若
干
の
都
市
で
人
口
増
が
み
ら
れ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
だ
か
ら
一
貫
し

て
人
口
流
出
が
っ
づ
い
て
い
る
県
で
あ
っ
て
も
、
そ
し
て
都
市
域
で
も
人
口
流
出
が
多
く
み
ら
れ
る
県
で
あ
っ
て
も
、
山
形
、
鳥
取
、

島
根
、
佐
賀
と
い
う
若
干
の
例
外
を
除
い
て
は
、
同
一
県
内
に
お
い
て
は
い
ず
れ
か
の
都
市
で
人
口
増
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
把

握
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
れ
と
は
逆
に
，
東
京
（
千
代
田
区
、
中
央
区
）
京
都
（
中
京
区
）
、
大
阪
（
北
区
、
東
区
）
と
い
う
中
心
区

域
で
は
人
口
減
と
い
う
特
異
的
現
象
が
生
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
巨
大
都
市
部
に
お
げ
る
市
街
地
の
ド
ー
ナ
ツ
化
移
象
と
呼
ぱ
れ
る
も

の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
人
口
減
の
原
因
は
恐
ら
く
異
る
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
も
の
の
、
念
頭
に
お
か
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
事
実

の
一
つ
で
あ
る
。

　
次
に
支
庁
、
郡
都
地
域
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
人
口
流
出
地
域
が
圧
倒
的
で
あ
る
。
げ
れ
ど
も
こ
の
支
庁
、
郡
部
地
域

で
あ
っ
て
も
例
外
は
あ
り
、
埼
玉
、
東
京
、
神
奈
川
、
愛
知
、
大
阪
と
い
う
三
大
都
市
圏
に
あ
っ
て
は
人
口
増
を
示
す
郡
部
が
圧
倒

的
に
多
い
と
い
う
こ
と
も
ま
た
一
つ
の
事
実
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
郡
部
１
１
人
口
減
地
域
と
は
簡
単
に
観
定
し
え

な
い
の
で
あ
る
。

　
も
っ
と
も
、
前
記
の
よ
う
た
例
外
が
あ
る
と
は
い
え
、
鳥
取
、
高
知
の
二
県
で
は
郡
部
地
域
の
全
体
が
人
口
激
減
を
示
し
て
お
り
、

さ
ら
に
秋
田
、
千
葉
、
新
潟
、
福
井
、
山
梨
、
島
根
、
岡
山
、
広
島
、
山
口
、
徳
島
、
香
川
、
愛
媛
、
長
崎
、
熊
本
、
大
分
、
宮
崎
、

鹿
児
島
と
い
っ
た
一
八
県
に
お
い
て
も
郡
都
の
趨
勢
は
圧
倒
的
た
人
口
減
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
千
葉
県
と
広
島
県
は
県
単
位

　
　
　
人
口
流
出
と
地
域
的
産
業
構
成
の
変
化
（
杉
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
（
一
九
五
）
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亀
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に
お
い
て
み
た
ぼ
あ
い
に
は
、
一
貫
し
て
人
口
増
を
示
し
て
き
た
地
域
で
あ
り
、
こ
の
二
県
に
あ
っ
て
は
あ
る
一
定
地
域
に
お
げ
る

急
激
な
人
口
増
と
他
地
域
に
お
げ
る
人
口
の
急
激
な
減
少
と
が
並
存
し
て
い
る
そ
の
典
型
的
な
地
域
だ
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
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九
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以
上
み
て
き
た
こ
と
を
数
字
的
に
概
括
し
て
み
る
と
、
都
市
、
区
地
域
に
お
い
て
は
、
全
体
数
の
四
〇
バ
ー
セ
ソ
ト
が
人
口
増
の
、

そ
し
て
一
〇
パ
ー
セ
ソ
ト
強
が
逆
に
人
口
減
の
傾
向
を
み
せ
て
い
る
が
、
残
り
の
五
〇
パ
ー
廿
ソ
ト
弱
は
人
口
増
減
に
大
き
な
変
化

が
み
ら
れ
た
い
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
支
庁
、
郡
部
地
域
に
お
い
て
は
全
体
数
の
五
〇
バ
ー
セ
ソ
ト
強
が
人
口
減
の
、
そ
し
て
一
〇
パ
ー
セ
ソ
ト
弱
が
逆
に
人
口
増

の
傾
向
を
み
せ
て
い
る
が
、
残
り
の
約
四
〇
パ
ー
セ
ソ
ト
に
は
人
口
増
減
に
大
き
た
変
化
は
み
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ

ま
り
、
都
市
は
人
口
増
、
郡
部
は
人
口
減
と
い
う
シ
ェ
ー
マ
化
に
対
し
て
は
そ
れ
ぞ
れ
一
割
づ
つ
の
逆
行
地
域
を
含
む
と
い
う
こ
と

が
明
ら
か
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
と
り
わ
げ
人
口
流
出
地
域
を
そ
の
対
象
と
し
て
い
る
関
係
上
、
支
庁
、
郡
部
地
域
の
実
態
に
つ
い
て
は
町
村
単
位
に
ま

で
た
ち
入
っ
て
考
察
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
全
国
に
お
げ
る
町
村
数
は
昭
和
四
〇
年
一
〇
月
一
日
現
在
で
二
、
八
一
六
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
各
都
道
府
県
に
よ
っ
て
非
常
に

大
き
な
差
が
あ
る
。
っ
ま
り
大
阪
の
町
村
数
は
二
〇
で
あ
り
、
神
奈
川
二
四
、
東
京
二
六
、
富
山
二
九
、
福
井
三
二
、
と
い
う
数
字

に
た
い
し
て
は
、
北
海
道
の
町
村
数
一
九
二
は
別
格
と
し
て
も
、
長
野
一
ニ
ハ
、
広
島
九
七
、
新
潟
九
六
、
福
島
九
三
、
熊
本
九
〇
、

と
い
う
数
は
、
前
者
の
三
倍
か
ら
五
倍
の
値
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
各
都
道
府
県
の
し
め
る
面
積
が
一
様
で
は
な
く
、
さ
ら

に
町
や
村
と
い
う
小
単
位
地
域
の
面
積
も
ま
た
一
様
で
な
い
こ
と
が
形
式
的
な
差
を
作
り
だ
し
て
い
る
第
一
の
原
因
で
あ
り
、
第
二

は
、
杜
会
的
要
因
に
揚
定
さ
れ
な
が
ら
、
そ
の
府
県
に
お
げ
る
都
市
化
の
進
展
度
が
実
質
的
な
差
を
作
り
だ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
各
都
道
府
県
が
こ
う
し
た
形
式
的
・
実
質
的
差
異
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
お
き
つ
つ
、
全
国
の
町
村

の
人
口
動
態
を
把
握
し
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



　
ま
ず
全
国
町
村
に
お
げ
る
人
口
動
態
は
基
本
的
に
は
支
庁
、
郡
部
地
域
の
そ
れ
と
同
じ
で
あ
る
が
、
全
町
村
の
五
七
バ
ー
セ
ン
ト

が
人
口
減
の
、
そ
し
て
八
バ
ー
セ
ソ
ト
強
が
逆
に
人
口
増
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
っ
ま
り
、
人
口
減
の
比
率
が
支
庁
、
郡
部
地
域

の
そ
れ
よ
り
も
や
や
大
き
ぐ
、
人
口
増
の
比
率
は
逆
に
や
や
小
さ
く
な
っ
て
表
わ
さ
れ
て
く
る
。
そ
こ
で
や
や
機
械
的
に
な
る
き
ら

い
は
あ
る
が
、
人
口
増
の
町
村
の
多
い
府
県
か
ら
列
挙
し
て
い
く
と
次
の
よ
う
に
た
る
。
（
第
五
表
）

　
こ
の
表
に
み
ら
れ
る
特
徴
的
な
こ
と
は
Ｈ
人
口
増
の
多
い
町
村
は
、
北
海
道
と
い
う
特
殊
的
な
地
域
を
除
げ
ば
、
い
ち
お
う
太
平

洋
ベ
ル
ト
地
域
、
ま
た
は
そ
の
延
長
線
上
と
み
ら
れ
る
地
域
に
属
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
っ
と
も
愛
知
県
や
埼
玉
県
で

○
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年
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１
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在
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現
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）注

人
口
増
に
あ
る
町
村

の
数
が
か
な
り
多
い

の
は
、
そ
の
後
市
制

施
行
を
し
た
も
の
も

含
ま
れ
て
い
る
の
で
、

そ
の
数
字
に
つ
い
て

絶
対
的
な
評
価
を
下

す
の
は
余
り
に
早
計

か
も
し
れ
な
い
。
、
ち

な
み
に
、
こ
れ
ら
町

村
ひ
う
ち
昭
和
三
〇

人
口
流
出
と
地
域
的
産
業
構
成
の
変
化
（
杉
野
）

一
五
（
一
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年
か
ら
四
〇
年
に
か
げ
て
急
速
に
人
口
増
を
示
し
た
地
域
、
具
体
的
に
は
こ
の
間
に
お
い
て
人
口
増
一
〇
割
以
上
の
二
三
町
村
を
参

考
ま
で
に
列
挙
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
（
第
六
表
）

　
こ
の
第
六
表
か
ら
み
れ
ば
、
前
記
一
〇
年
間
に
人
口
が
倍
以
上
に
た
っ
た
町
村
は
東
京
、
埼
玉
、
千
葉
と
い
う
首
都
圏
に
集
中
的

に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
第
六
表
に
生
じ
て
い
る
特
異
点
と
し
て
は
三
大
都
市
圏
の
一
っ
で
あ
る
愛
知
県
が
全
く
で
て
こ
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
げ
れ
ど
も
、
愛
知
県
の
西
春
日
井
郡
や
丹
生
郡
で
は
軒
並
み
に
四
〇
～
六
〇
バ
ー
セ
ソ
ト
の
人
口
増
と
い
う

か
た
ち
を
示
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
こ
の
特
異
性
は
人
口
集
中
の
相
対
的
立
ち
遅
れ
と
い
う
時
間
的
間
題
と
あ
わ
せ
て
自
然
的
条

件
や
交
通
条
件
の
ち
が
い
に
よ
っ
て
生
じ
て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
郡
部
地
域
に
か
ん
す
る
か
ぎ
り
人
口
増

に
と
も
な
う
い
ろ
い
ろ
の
杜
会
問
題
は
東
京
、
埼
玉
、
千
葉
に
集
中
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
考
察
の
焦
点
を
人
口
流
出
地
域
に
移
そ
う
。
人
口
減
（
一
割
以
上
）
の
多
い
町
村
を
も
つ
地
域
と
し
て
は
、
北
海
道
を
筆
頭
に
熊

本
、
鹿
児
島
、
愛
媛
と
い
う
地
域
に
集
中
し
、
工
業
地
帯
か
ら
か
な
り
離
れ
た
遠
隔
地
グ
ル
ー
プ
と
、
も
う
一
つ
は
広
島
、
岡
山
、

千
葉
さ
ら
に
交
通
条
件
か
ら
み
て
比
較
的
大
工
業
地
帯
に
隣
接
し
て
い
る
長
野
、
新
潟
、
福
島
の
グ
ル
ー
ブ
に
分
類
し
う
る
こ
と
が

一
つ
の
特
徴
点
で
あ
る
。
っ
ま
り
、
後
者
と
の
関
連
で
い
え
ぱ
工
業
地
帯
と
の
関
係
が
な
に
か
人
口
流
出
の
誘
因
と
な
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
予
想
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
だ
が
人
口
減
の
激
し
い
（
二
割
以
上
）
町
村
の
数
を
調
べ
る
と
、
全
県
的
に
は

一
貫
し
て
人
口
増
と
な
っ
て
い
る
広
島
が
第
一
位
を
占
め
、
島
根
、
山
口
、
高
知
、
福
岡
と
い
う
県
が
あ
ら
た
に
浮
び
あ
が
っ
て
く

る
。
そ
れ
と
同
時
に
熊
本
、
新
潟
、
福
島
、
千
葉
が
姿
を
消
す
の
で
あ
る
。
こ
う
な
っ
て
く
る
と
、
や
や
様
相
が
複
雑
化
し
て
く
る

が
、
こ
の
間
の
態
様
を
い
ち
お
う
次
の
よ
う
に
整
理
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
つ
ま
り
人
口
流
出
が
広
域
的
に
行
な
わ
れ
て
い
る
も

の
と
し
て
は
北
海
道
、
熊
本
、
鹿
児
島
、
長
野
、
新
潟
、
広
島
た
ど
の
地
域
と
し
て
捉
え
う
る
が
、
人
口
流
出
が
も
っ
と
も
尖
鋭
な



か
た
ち
で
行
な
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
と
し
て
、
広
島
、
愛
媛
、
鹿
児
島
、
島
根
、
長
野
、
山
口
と
い
っ
た
地
域
に
な
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
人
口
流
出
が
広
範
囲
に
わ
た
り
か
つ
急
激
に
生
じ
た
と
こ
ろ
と
し
て
は
、
広
島
、
愛
媛
、
鹿
児
島
、
長
野
と

い
う
こ
と
、
が
で
き
よ
う
。

覧村町）上以割○いし著の少減口人表７第
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．
山（村目朝

）
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炭
炭

５
　
４

道
島

海
北
福

（
　
（

村
村

　
間

泊
好

道海
地
－．

ｅ
北東

）
）
）

山
山
山

３
　
（
ｏ
　
Ｑ
ｏ

潟
井
野

新
福
長

（
（
　
（

村
村
村

臓
谷
合

入
西
浪

）
つ
つ
）

銅
ダ
ダ
山

３
　
Ｑ
ｏ
　
３
　
３

潟
川
野
野

新
石
長
長

（
（
（
（

町
村
村
村

瀬
峰
谷

鹿
白
長
栄

越信甲
■

陸北

）７（

）
）
　
）

山
山
ダ

ｏ
ｏ
　
ｏ
ｄ
　
ｏ
ｏ

阜
岡
岡

岐
静
静

（
（
（

村
村
町

Ｈ
Ｈ
間

ノ
ノ
久

荘
井
佐

）
）
）
“
リ

山
山
ダ
タ

３
５
６
４

阜
阜
岡
知

岐
岐
静
愛

（
（
（
（

村
村
村
村

橋
川
山
山

藤
白
竜
富

海東

）７｛

）
）
）

山
山
山

３
４
３

重
良
山

　
　
歌

三
奈
和

（
（
（

村
村
村

川
迦
塔

宮
野
大

）
）
　
）

山
山
山

３
３
　
６

重
良
良

三
奈
奈

（
（
（

町
村
村

和
滝
塔

紀
黒
大

畿近

）６（

）
）
）
）
）
）

山
山
山
山
山
山

＾
３
３
　
３
３
３
３

根
根
島
島
口
口

島
島
広
広
山
山

（
（
（
（
（
（

町
町
町
村
村
町

智
見
帥
田
郷

邑
匹
戸
君
本
楠

）
）
）
）
）
）
）

山
山
山
山
島
山
山

３
３
　
３
３
　
３
３
　
３

根
根
島
島
口
口
口

島
島
広
広
山
山
山

（
’
ｒ
＼
（
（
（
（
（

村
村
町
村
町
町
村

栄
和
和
木
和
↓

弥
大
吉
作
東
美
む

中

）３１（

）
）
）
）

山
海
海
山

３
４
３
３

嬢
媛
媛
知

愛
愛
愛
高

（
（
（
（

村
町
村
村

河
戸
海
淀

面
瀬
内
仁

）
）
）
）

島
山
海
山

３
　
３
　
３
　
３

媛
媛
媛
知

愛
愛
愛
高

（
（
（
（

村
村
村
村

前
谷
欝

関
柳
宇
大

四

）８（

）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）

炭
炭
炭
炭
炭
炭
炭
炭
茨
炭
炭
島
島

３
３
３
３
３
４
５
３
５
４
３
３
３

岡
岡
岡
岡
岡
岡
賀
賀
崎
崎
崎
島
島

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
児
児

福
福
福
福
福
福
佐
佐
長
長
長
鹿
鹿

（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（

町
町
町
町
町
町
村
町
町
町
町
村
村

竹
井
築
波
崎
城
紗
町
戸
触
井
甑
島

小
碓
稲
穂
川
方
北
大
椅
小
吉
下
十

）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）

炭
炭
炭
族
山
炭
炭
炭
次
炭
炭
島
島

３
３
３
５
４
３
４
３
４
５
３
３
３

岡
岡
岡
岡
岡
岡
賀
賀
崎
崎
崎
島
島

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
児
児

福
福
福
福
福
福
佐
佐
長
長
長
鹿
鹿

（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（

町
町
町
町
村
町
町
町
町
町
町
村
村

恵
手
穂
内
剃
池
木
方
焼
町
・
甑
島

須
鞍
嘉
庄
宝
赤
厳
北
香
鹿
佐
上
三

１ーソ九
Ｇ
０

い
，
と

と
村
つ
。

上
山
ぴ
い

以
は
は
な

謂
訟

　
ギ
｝
↓
よ

上
設
る
と

以
建
い
る

割
ム
て
い

３
ダ
っ
て

が
は
な
つ

率
）
重
な

少
げ
が
う

滅
，
設
そ

の
山
建
て

間
銅
ム
ベ

年
は
ダ
す

１
０
）
と
も

，
燭
村
し

は
，
山
ず

の
鉱
。
必

る
炭
る
に

あ
は
あ
う

鳴
甑

５（
・
離
｝

や
た
は

）
ま
）
山

〇
一
嶋
杁

中
す
，
木

表
示
海
作

，
を
臨
，

お
と
は
が

な
蒜
此

人
口
流
出
と
地
域
的
産
業
構
成
の
変
化
（
杉
野
）

一
七
（
二
〇
一
）



減
い

口
し

人
著
数

別
の
村

県
少
町

表８第

立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
・
第
二
号
）

３
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１

良
潟
重
知
道
移
島
川
井
知
山

　
　
　
　
海
　
　
　
　
　
　
　
歌

奈
新
三
高
北
山
福
石
福
愛
和

２
６
６
５
４
４
４
４
３
３
３

１岡
崎
媛
口
根
島
賀
島
野
阜
岡

　
　
　
　
　
　
　
　
児

福
長
愛
山
島
広
佐
鹿
長
岐
静

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
（
二
〇
二
）

　
し
か
し
、
こ
れ
と
て
、
広
島
県
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
県
単
位
と
し
て
は
人
口

増
を
一
貫
し
て
つ
づ
げ
な
が
ら
も
、
構
成
町
村
で
は
広
範
囲
に
か
つ
深
刻
な
人
口

流
出
が
つ
づ
い
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
府
県
単
位
を
も
っ
て
し
て
は
人
口
流
出
の

実
態
を
提
え
る
こ
と
は
は
と
ん
ど
で
き
な
い
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で

参
考
ま
で
に
昭
和
三
〇
年
か
ら
四
〇
年
に
か
げ
て
人
口
流
出
が
三
割
以
上
に
達

し
た
町
村
を
北
の
方
か
ら
列
挙
す
る
と
次
の
よ
う
に
七
〇
町
村
の
多
き
に
達
す

る
。
（
第
七
表
）

　
こ
の
七
〇
町
村
を
県
別
に
。
み
る
と
、
た
ん
と
い
っ
て
も
福
岡
県
が
一
二
町
村
で
圧
倒
的
に
、
多
く
、
以
下
長
崎
、
愛
媛
六
、
山
口
五
、

と
い
う
順
に
な
っ
て
い
る
。
（
第
八
表
参
照
）

　
こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ぱ
人
口
流
出
が
も
っ
と
も
激
し
い
地
域
は
炭
鉱
閉
山
と
い
う
か
た
ち
で
福
岡
、
長
崎
、
佐
賀
と
い
う
北
部
九

州
地
域
に
集
中
的
に
あ
ら
わ
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
お
い
て
炭
鉱
閉
山
１
１
人
口
流
出
と
い
う
関
係
は
明
ら
か
に
検
出
さ
れ
て
い
る
も
の

と
み
な
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
以
外
に
は
や
は
り
愛
媛
、
山
口
、
島
根
、
広
島
、
鹿
児
島
な
ど
の
諾
県
が
上
位
を
し
め
て
お
り
、

こ
の
煩
向
は
人
口
二
割
以
上
流
出
地
域
の
多
い
地
域
と
ほ
ほ
軌
を
一
に
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
か
く
し
て
、
人
口
流
出
地
域
の

設
定
は
一
応
一
〇
年
問
に
人
口
流
出
二
割
以
上
の
市
町
村
地
域
が
集
中
し
て
い
る
地
域
と
み
な
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
も
っ
と
も
そ
の
地
域
内
に
。
は
人
口
減
が
二
割
以
上
に
達
し
て
い
な
い
地
域
が
若
干
含
ま
れ
る
こ
と
も
あ
り
う
る
こ
と
を
当
然
の
こ

と
と
し
て
考
慮
の
中
へ
入
れ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
か
く
し
て
、
人
口
流
出
地
域
と
み
ら
れ
る
具
体
的
た
地
域
は
全
国
１
（
沖
縄
を

除
く
）
的
に
み
て
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
地
域
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
○
印
は
人
口
流
出
の
き
わ
め
て
強
い
地
域
で



あ
り
、

口
印
は
人
口
流
出
は
あ
る
が
相
対
的
に
ゆ
る
や
か
な
地
域
を
示
す
。

北
海
道

宮
城
県

秋
田
県

山
形
県

福
島
県

栃
木
県

群
馬
県

千
葉
県

東
京
都

新
潟
県

¢
夕
張
、
美
唄
、
芦
別
、
歌
志
内
等
の
炭
鉱
地
域

◎
空
知
支
庁
地
域

　
後
志
支
庁
地
域

＠
網
走
支
庁
地
域

固
栗
原
、
登
米
、
遠
田
、
玉
造
、
桃
生
の
郡
部
地
域

固
仙
北
、
平
鹿
、
雄
勝

¢
東
田
川
、
西
田
川
、
飽
海
、
最
上
、
西
村
山
、
北
村
山
、
東
置
賜
、

＠
会
津
盆
地
の
周
辺
郡
部
地
域

　
石
城
郡
の
炭
鉱
地
帯
、
双
葉
郡

囮
上
都
賀
、
芳
賀
、
那
須
の
各
郡
部
地
域

◎
多
野
、
甘
楽
、
利
根
、
吾
妻
の
各
臥
都
地
域

圃
安
房
、
夷
隅
、
君
津
、
長
生
、
山
武
、
香
取
の
各
郡
部
地
域

国
離
島

＠
南
蒲
原
、
三
島
、
羽
刈
、
東
頸
城
の
各
郡
部
地
域

国
佐
渡

人
口
流
出
と
地
域
的
産
業
構
成
の
変
化
（
杉
野
）

西
置
賜
の
各
郡
部
地
域

一
九
（
二
〇
三
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
（
二
〇
四
）

　
　
　
　
　
　
オ
　
ニ
ウ

福
井
県
囮
遠
敷
、
大
飯

山
梨
県
　
＠
東
山
梨
、
東
八
代
、
南
巨
摩
、
北
巨
摩
の
各
郡
部
地
域

長
野
県
　
＠
下
伊
那
郡
、
上
伊
那
郡

　
　
　
　
　
＠
上
水
内
、
下
水
内
、
北
安
曇
の
各
郡
部
地
域

岐
阜
県
ゆ
揖
斐
郡
（
久
瀬
、
藤
橋
、
坂
内
）
と
武
儀
郡
（
洞
戸
、
板
取
）

　
　
　
　
　
＠
大
野
郡
、
吉
城
郡

静
岡
県
　
ゆ
安
倍
郡
（
四
四
年
一
月
静
岡
市
へ
編
入
）

愛
知
県
＠
東
加
茂
郡
、
北
設
楽
郡

三
重
県
ゆ
飯
南
郡
、
多
気
郡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
　
　
ソ

兵
庫
県
　
ゆ
佐
用
、
宍
粟
、
美
方
、
養
父
、
氷
上
、
多
紀
、
津
名
、
三
原
の
各
郡
部
地
域

奈
良
県
ゆ
吉
野
郡

和
歌
山
県
　
ゆ
旦
局
、
東
牟
婁
、
西
牟
婁
の
各
郡

鳥
取
県
圏
郡
部
全
域

島
根
県
ゆ
郡
部
全
域

　
　
　
　
　
ゆ
隠
岐

岡
山
県
　
ゆ
上
房
郡
、
川
上
、
呵
哲
、
真
庭
、
苫
田
、
勝
田
、
英
田
、
久
米
の
各
郡
部
地
域

広
島
県
　
ゆ
佐
伯
郡
西
部
、
山
県
、
高
田
、
賀
茂
、
世
羅
、
神
石
、
甲
奴
、
双
三
、
比
婆
の
各
郡
部
地
域



山
口
県
　
＠
大
島

　
　
　
　
　
ゆ
玖
珂
郡
、
熊
毛
、
佐
波
、
豊
浦
、
美
弥
、
阿
武
の
各
郡
部
地
域

徳
島
県
　
ゆ
徳
島
、
鳴
門
以
外
の
全
地
域

香
川
県
　
ゆ
綾
歌
、
仲
多
度
、
三
豊
の
各
郡

愛
媛
県
　
ゆ
越
知
、
温
泉
、
上
浮
穴
、
伊
予
、
喜
多
の
各
郡
部
と
宇
和
地
方
全
域

高
知
県
　
＠
香
美
、
長
岡
、
土
佐
、
吾
川
、
高
岡
、
幡
多
の
各
郡
部
地
域

福
岡
県
＠
田
川
、
飯
塚
、
直
方
、
山
田
を
中
心
と
す
る
炭
鉱
地
帯
全
域

　
　
　
　
　
＠
朝
倉
（
小
石
原
、
宝
珠
山
）
、
浮
羽

佐
賀
県
　
＠
東
松
浦
郡
、
杵
島
の
炭
鉱
地
帯

長
崎
県
　
＠
彼
杵
半
島

　
　
　
　
　
＠
北
松
浦
を
中
心
と
す
る
炭
鉱
地
帯

熊
本
県
　
＠
下
益
城
、
鹿
本
、
呵
蘇
、
上
益
城
、
八
代
、
球
摩
の
各
郡
部
地
域

　
　
　
　
　
＠
天
草
郡
全
域

大
分
県
＠
国
東
半
島

　
　
　
　
　
＠
南
海
部
、
大
野
、
直
入
、
下
毛
、
宇
佐
の
各
郡
部
地
域

宮
崎
県
　
＠
郡
部
全
域
（
東
目
杵
中
心
）

鹿
児
島
県
ゆ
鹿
児
島
市
内
を
除
く
全
域

　
　
人
口
流
出
と
地
域
的
産
業
構
成
の
変
化
（
杉
野
）

二
一
　
（
二
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二
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（
二
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六
）

第
三
章
　
人
口
流
出
地
域
に
お
げ
る
産
業
構
成
の
変
化

　
わ
れ
わ
れ
は
前
章
に
お
い
て
、
人
口
流
出
地
域
の
全
国
的
分
布
を
み
て
お
い
た
が
、
そ
の
さ
い
一
応
の
基
準
と
し
て
昭
和
三
〇
年

か
ら
四
〇
年
に
至
る
期
間
の
人
口
減
少
率
が
二
割
以
上
で
あ
る
市
町
村
を
と
り
あ
げ
た
。
そ
の
理
由
の
第
一
は
同
期
問
に
お
げ
る
人

口
減
少
率
三
割
以
上
の
市
町
村
を
基
準
に
し
た
ば
あ
い
そ
の
対
象
地
域
数
が
い
ち
じ
る
し
く
少
く
た
り
、
し
た
が
っ
て
人
口
減
少
の

特
殊
的
も
し
く
は
個
別
的
な
性
格
が
ど
う
し
て
も
前
面
に
で
て
こ
ざ
る
を
え
な
い
。
つ
ま
り
三
割
以
上
と
い
う
基
準
で
は
人
口
流
出

の
一
般
的
原
因
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
に
は
不
適
当
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
次
の
点
に
も
留
承
し
た
。
つ
ま
り
全
国
の
人

口
が
全
体
的
に
増
加
し
て
い
る
以
上
、
そ
の
地
域
の
人
口
が
一
定
し
て
い
て
も
、
あ
る
い
は
人
口
が
増
加
し
て
い
て
さ
え
も
全
国
的

た
増
加
率
以
下
の
地
域
で
あ
れ
ば
、
相
対
的
た
意
味
で
も
っ
て
こ
れ
も
人
口
流
出
地
域
と
い
う
範
曉
の
た
か
に
含
ま
せ
て
も
よ
い
で

あ
ろ
う
。
だ
が
、
人
口
流
出
地
域
の
典
型
と
し
て
、
あ
る
い
は
人
口
流
出
の
原
因
や
そ
の
杜
会
的
諾
結
果
を
究
明
し
よ
う
と
す
れ
ぱ
、

た
ん
に
相
対
的
に
だ
げ
で
た
く
絶
対
的
に
も
減
少
し
て
い
る
地
域
を
対
象
と
し
た
ほ
う
が
よ
り
適
切
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
う
い
う
意
味
で
は
こ
の
一
〇
年
問
に
人
口
流
出
一
割
以
上
の
市
町
村
地
域
を
対
象
地
域
の
基
準
と
す
る
と
い
う
こ
と
も
で
て
く

る
の
で
あ
る
が
、
更
に
そ
の
数
は
第
四
表
で
み
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
町
村
地
域
で
一
、
一
八
六
、
さ
ら
に
市
区
部
地
域
で
七
四
が
加

わ
り
、
計
一
、
二
六
〇
市
区
町
村
に
達
す
る
。

　
こ
の
一
、
二
六
〇
と
い
う
数
字
は
、
研
究
対
象
地
域
数
と
し
て
は
格
別
に
大
き
な
数
字
で
は
な
く
、
悉
皆
調
査
も
決
し
て
不
可
能

で
は
た
い
。
げ
れ
ど
も
、
一
割
以
上
減
少
地
域
の
中
に
は
そ
の
減
少
原
因
が
余
り
明
確
で
な
い
地
域
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
、
ま
た
人
口
減
少
率
が
二
割
よ
り
も
小
さ
け
れ
ば
そ
れ
が
与
え
る
杜
会
的
諸
結
果
に
っ
い
て
も
明
確
な
か
た
ち
で
捉
え
る
こ
と



が
困
難
な
場
合
も
予
想
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
人
口
減
少
率
が
三
割
以
上
の
市
町
村
だ
げ
に
絞
る
こ
と
を
せ
ず
、
ま
た
減
少
率
が
二
割

に
ー
達
し
な
い
市
町
村
地
域
は
研
究
対
象
地
域
か
ら
一
応
除
外
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
、
こ
の
一
〇
年
間

に
お
い
て
人
口
流
出
が
二
割
以
上
に
達
し
た
市
町
村
四
四
一
（
区
四
、
市
部
一
〇
、
町
村
四
二
七
）
を
一
応
「
人
口
流
出
地
域
」
に
該

当
す
る
も
の
と
し
て
把
握
し
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
問
題
は
、
な
ぜ
こ
れ
ら
の
地
域
で
急
激
な
人
口
流
出
が
生
じ
た
の
か
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
の
原
因
を
杜
会
的
側
面
か
ら
究
明
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
こ
の
原
因
究
明
の
方
法
は
い
ろ
い
ろ

考
え
ら
れ
る
が
、
ま
ず
さ
し
あ
た
り
、
当
該
地
域
の
分
析
を
統
計
的
に
行
う
こ
と
に
し
た
い
。
も
と
よ
り
人
口
流
出
の
原
因
と
し
て

は
、
多
様
な
要
因
が
考
え
ら
れ
る
が
、
現
代
杜
会
の
基
本
的
構
造
を
な
す
も
の
は
、
経
済
構
造
で
あ
る
。
ま
た
経
済
構
造
と
い
っ
て

も
地
域
に
お
げ
る
「
人
口
」
と
の
関
係
が
分
析
視
角
の
一
つ
の
前
提
と
な
っ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
対
象
地
域
の
市
町
村
民
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
ど
の
よ
う
た
生
活
基
盤
を
も
っ
て
い
る
か
、
す
な
わ
ち
各
市
町
村
の
産
業
別
（
大
分
類
）
の
就
業
人
口
（
一
五
才

以
上
）
構
成
を
中
心
と
し
て
検
討
を
す
す
め
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
そ
こ
で
と
り
あ
え
ず
全
国
を
七
っ
の
地
域
に
区
分
し
、
そ
の
各
地
域
に
お
い
て
、
昭
和
三
〇
年
か
ら
四
〇
年
に
か
げ
て
人
口
流
出

が
二
割
以
上
に
達
Ｌ
た
四
四
一
の
市
町
村
（
う
ち
市
区
部
は
一
四
）
を
摘
出
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
四
四
一
市
町
村
に
お
い
て
、
就

業
人
口
の
減
少
が
も
っ
と
も
甚
し
い
産
業
（
大
分
類
）
を
摘
出
し
、
こ
れ
を
分
類
、
整
理
し
た
も
の
が
次
の
第
九
表
で
あ
る
。

　
な
お
摘
出
す
る
さ
い
の
操
作
と
し
て
は
、
産
業
中
、
人
口
減
の
絶
対
数
の
一
番
大
き
な
も
の
を
あ
げ
た
が
、
ほ
ぼ
同
数
に
近
い
複

数
の
部
門
が
あ
る
と
き
に
か
ぎ
り
、
減
少
率
の
大
小
を
も
っ
て
摘
出
の
基
準
と
し
た
。

　
こ
の
九
表
に
お
い
て
み
ら
れ
る
地
域
的
特
徴
点
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
第
一
に
、
人
口
二
割
以
上
流
出
市
町
村
が
中
四
国
、
九
州
、
中
部
に
偏
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
っ
と
も
こ
の
地
方
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４
　
０
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５
９
４
１

計
０
３

１

４

４

１

２
２

１
４
４

１

ｉ
，
１
、
リ

’
Ｏ
ケ
Ｊ
６

５
１
１
１

九国

９

四

２
７

１

１

中

１
西

６
１

４
　
１
↓

４
５
２

関

．
部

２

Ｏ

０
１
１

４

Ｆ
Ｕ
　
１
１
一

７
７

中東

５

２

１

１

１

０
１

関

ヒ
↓

２
ユ

Ｆ
ｏ
　
り
＾

９
ユ

東道
７
１

０
ｏ
　
（
０
　
１
・
一

海

７
２

ヒ
↓

業
業
業
業
業
業
業
業
業
業
務
能

融
笠

詳

狩

設
造

不類

農
林
漁
鉱
建
製
商
金
公
サ
公
分

計

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

１
１
一
　
１
■
　
１
・
一

不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
（
二
〇
八
）

分
類
は
便
宜
的
・
機
械
的
に
行
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
し
た
が

っ
て
地
方
内
部
に
お
い
て
は
必
ず
し
も
均
質
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と

は
で
き
な
い
。
す
た
わ
ち
中
四
国
と
い
っ
て
も
、
第
四
表
か
ら
わ
か

る
よ
う
に
、
そ
の
た
か
で
は
広
島
、
愛
媛
、
島
根
、
山
口
、
岡
山
、

高
知
、
徳
島
の
各
県
と
、
香
川
、
鳥
取
と
は
や
や
異
っ
た
様
相
を
示

し
て
い
る
し
、
ま
た
中
部
地
方
で
は
長
野
、
岐
阜
だ
け
で
四
〇
市
町

村
に
達
し
、
中
部
地
方
の
過
半
数
を
占
め
る
と
い
う
極
端
な
か
た
ち

で
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
同
一
地
方
内
に
お
け

る
差
異
の
あ
る
こ
と
を
一
つ
念
頭
に
お
い
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

さ
ら
に
も
う
一
つ
念
頭
に
お
か
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
の
表

か
ら
容
易
に
判
断
で
き
る
よ
う
に
北
海
道
、
東
北
、
関
東
、
関
西
の

各
地
方
で
合
計
し
た
も
の
は
僅
か
に
四
八
市
町
村
に
す
ぎ
な
い
と
い

う
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
地
方
で
は
人
口
流
出
が
間
題
に
た
ら
な
い

と
い
う
具
合
に
早
合
点
を
し
て
は
い
げ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

た
る
ほ
ど
こ
の
表
に
あ
ら
わ
れ
た
数
字
と
し
て
は
そ
う
か
も
し
れ
な

い
が
、
こ
れ
は
流
出
率
が
二
割
以
上
の
市
町
村
を
基
準
に
し
て
い
る

た
め
に
生
じ
て
く
る
一
つ
の
結
果
で
あ
っ
て
、
第
四
表
か
ら
も
わ
か

□



る
よ
う
に
こ
れ
ら
の
地
方
に
お
げ
る
人
口
流
出
間
題
も
決
し
て
過
少
に
評
価
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
こ
の
こ
と
は
、
人
口
流
出
地
域
を
一
割
以
上
と
し
た
と
き
に
は
北
海
道
や
新
潟
、
福
島
、
秋
田
、
千
葉
、
宮
城
な
ど
そ
し

て
、
府
県
別
に
み
た
人
口
減
の
絶
対
数
か
ら
み
れ
ば
福
島
、
山
形
、
秋
田
た
ど
が
流
出
地
域
と
し
て
大
き
な
比
重
を
占
め
る
こ
と
か

ら
み
て
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
こ
こ
で
は
、
す
で
に
済
ま
し
た
人
口
流
出
地
域
の
再
検
討
と
い
う
横
軸
に
で
は
な
く
、
産
業

別
就
業
人
口
と
い
う
縦
軸
に
分
析
の
視
点
を
置
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
第
九
表
か
ら
摘
出
す
べ
き
特
徴
点
は
次

の
よ
う
に
な
ろ
う
。

　
そ
の
第
一
点
は
、
全
国
的
に
い
え
る
こ
と
で
あ
る
が
、
人
口
流
出
市
町
村
に
お
げ
る
産
業
構
成
を
部
門
別
に
－
み
た
ば
あ
い
、
農
業

人
口
の
減
少
と
し
て
捉
え
う
る
も
の
が
圧
倒
的
に
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
た
だ
漢
然
と
観
念
的
に
、
全
国
の
産

業
構
成
に
占
め
る
第
一
次
産
業
の
減
少
が
そ
の
ま
ま
人
口
流
出
と
た
っ
て
い
る
と
い
う
議
論
に
対
Ｌ
て
、
よ
り
確
固
た
る
実
証
的
裏

づ
け
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
鉱
業
人
口
の
減
少
に
っ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
九
州
地
方
、
そ
れ
も
福
岡
、
長
崎
、
佐
賀
と
い
う
北
部
九
州
に
集
中
的
に

あ
ら
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
内
容
は
い
う
ま
で
も
な
く
石
炭
産
業
の
壊
減
的
状
況
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
れ
は
北
海
道
の
夕
張
炭
田
、
東
北
の
常
盤
炭
田
に
っ
い
て
も
い
え
る
こ
と
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
東
北
、
関
東
に
お
げ
る

銅
鉱
山
、
硫
黄
鉱
山
に
か
か
わ
る
人
口
流
出
が
あ
る
こ
と
も
記
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
第
三
に
産
業
別
就
業
人
口
が
減
少
し
て
い
る
の
は
林
業
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
家
具
用
加
工
材
生
産
の
減
少
と
し
て
も
捉
え
ら
れ
う

る
が
、
な
に
よ
り
も
木
炭
、
薪
生
産
の
減
少
に
起
因
し
て
い
る
と
予
想
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
林
業
人
口
の
減
少
は
、
い
ま
だ
明
確
に

論
断
で
き
る
段
階
で
は
な
い
が
、
お
そ
ら
く
外
材
（
加
工
用
）
の
輸
入
と
、
石
油
や
プ
ロ
パ
ソ
と
い
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
杜
会
的
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変
換
に
伴
な
う
地
域
林
業
の
破
壊
と
し
て
把
握
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
れ
は
、
多
く
の
場
合
、
農
業
就
業
人
口
の
減
少
と
比

例
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
数
と
し
て
は
四
〇
町
村
と
し
て
摘
出
さ
れ
て
は
い
る
が
、
内
容
的
に
は
農
業
不
振
に
起
因

し
て
い
る
町
村
の
う
ち
の
大
部
分
が
林
業
不
振
と
関
連
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
つ
げ
加
え
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
ま
で
に
検
討
し
て
き
た
農
業
、
鉱
業
、
林
業
に
お
げ
る
就
業
人
口
の
減
少
は
四
四
一
の
う
ち
実
に
三
八
九
（
八
八
％
）
と
い

う
市
町
村
に
該
当
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
こ
の
三
つ
の
産
業
部
門
の
人
口
減
が
こ
れ
ら
人
口
流
出
市
町
村
に
お
げ
る
人
口
流
出

の
大
き
た
原
因
に
た
っ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
に
、
建
設
業
に
お
げ
る
人
口
減
が
産
業
別
人
口
減
の
主
要
因
と

な
っ
て
い
る
町
村
が
一
九
あ
る
。
こ
れ
は
地
域
的
に
は
中
部
地
方
に
集
中
的
に
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
を
内
容
的

に
み
る
と
ダ
ム
エ
事
終
了
に
も
と
づ
く
、
作
業
員
の
移
動
に
よ
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　
た
だ
、
こ
の
さ
い
注
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
た
い
の
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
農
業
人
口
の
減
少
を
伴
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
例
と
し
て
は
石
川
県
石
川
郡
白
峰
村
の
農
業
人
口
は
四
二
四
人
か
ら
六
五
人
と
大
巾
に
減
少
し
、
静
岡
県
安
部
郡
本
川
根

町
で
は
、
一
、
三
六
三
人
か
ら
八
七
二
人
へ
減
少
し
て
い
る
。
ま
た
北
海
道
上
士
幌
町
、
福
島
県
只
見
町
な
ど
も
ダ
ム
建
設
終
了
に

と
も
な
っ
て
農
業
人
口
が
流
出
し
た
典
型
的
な
例
で
あ
る
。

　
建
設
業
（
ダ
ム
エ
事
）
に
お
げ
る
作
業
員
の
移
動
と
農
業
人
口
の
減
少
と
が
い
っ
た
い
ど
う
い
う
関
連
に
あ
る
の
か
と
い
う
よ
う
な

立
ち
入
っ
た
検
討
は
の
ち
ほ
ど
行
う
と
し
て
、
こ
こ
で
は
、
人
口
流
出
市
町
村
の
人
口
減
が
一
つ
の
産
業
部
門
の
み
に
よ
る
の
で
は

な
く
、
多
く
の
場
合
は
、
二
～
三
っ
の
部
門
に
お
げ
る
就
業
人
口
減
少
が
同
時
的
に
み
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
げ
は
、
常
識
的
な
こ

と
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
際
は
っ
き
り
と
把
握
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
そ
れ
以
外
に
漁
業
人
口
の
減
少
に
よ
る
も
の
が
五
町
村
あ
る
が
、
こ
れ
も
農
業
人
口
の
減
少
と
関
連
し
て
い
る
場
合
が
多
い
。
数



値
的
に
み
る
と
、
一
町
村
の
人
口
減
を
基
本
的
に
規
定
す
る
も
の
と
し
て
の
漁
業
人
口
が
減
少
し
た
町
村
は
五
で
あ
り
、
そ
れ
自
体

と
し
て
は
小
さ
い
。
し
か
し
、
漁
業
人
口
の
流
出
が
人
口
流
出
の
副
次
的
な
要
因
と
し
て
規
定
さ
れ
る
町
村
は
相
当
多
く
に
達
し
て

い
る
と
み
た
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
と
り
わ
け
青
森
県
平
館
村
な
ど
が
そ
の
も
っ
と
も
好
例
と
い
い
う
る
地
域
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
ほ
か
に
製
造
業
に
お
げ
る
就
業
人
口
の
減
が
特
徴
的
な
町
村
も
若
干
あ
る
。
そ
の
実
態
は
と
も
か
く
、
予
想
さ
れ
る
の
は
、

こ
れ
ら
製
造
業
の
倒
産
、
閉
杜
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
商
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
が
人
口
減
の
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
る
の
が

二
例
あ
る
が
、
こ
の
二
っ
は
い
ず
れ
も
、
東
京
都
内
（
中
央
区
、
千
代
田
区
）
で
あ
り
、
過
密
化
に
よ
る
地
価
（
家
賃
）
高
騰
、
あ
る

い
は
市
街
地
整
備
の
結
果
に
よ
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。

　
さ
て
、
こ
れ
ま
で
わ
れ
わ
れ
は
、
人
口
流
出
市
町
村
に
お
い
て
、
そ
の
産
業
別
に
み
た
就
業
人
口
の
変
化
が
い
か
た
る
も
の
で
あ

っ
た
か
を
み
て
き
た
。
そ
し
て
若
干
の
検
討
を
し
て
き
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
は
そ
の
か
ぎ
り
に
お
い
て
必
要
な
注
意
事
項
か
予
備

的
考
察
で
し
か
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
人
口
流
出
地
域
に
お
け
る
産
業
別
就
業
人
口
の
変
化
の
考
察
と
い
う
こ
こ
で
の
結
論
と

し
て
は
、
農
業
人
口
の
減
少
（
流
出
）
が
圧
倒
的
で
あ
り
、
っ
い
で
鉱
山
業
、
林
業
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
数
値
的

に
は
小
さ
い
が
建
設
業
、
漁
業
あ
る
い
は
製
造
業
に
お
け
る
人
口
減
少
の
ば
あ
い
も
あ
り
、
例
外
的
に
は
商
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
の
減

少
が
大
き
な
比
重
を
し
め
る
地
域
も
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
北
海
道
、
東
北
、
関
東
、
関
西
に
っ
い
て

は
、
人
口
流
出
地
域
が
相
当
広
範
囲
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
巾
な
人
口
減
の
地
域
が
他
の
地
方
に
比
し
て
相
対
的
に
少
た
い

た
め
に
、
検
討
例
と
し
て
少
た
す
ぎ
る
と
い
う
欠
陥
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
そ
れ
な
り
に
全
国
的
た
趨
勢
の
中

に
お
げ
る
地
方
的
動
向
が
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
検
討
例
の
少
な
さ
に
よ
る
欠
陥
に
っ
い
て
は
又
別
の
方
法
に
ー
よ
っ
て
補

足
し
て
い
げ
ぱ
よ
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
人
口
流
出
と
地
域
的
産
業
構
成
の
変
化
（
杉
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
（
二
二
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
・
第
二
号
）

二
八
（
二
一
二
）

第
四
章
　
産
業
構
成
の
変
化
に
か
ん
す
る
地
域
別
検
討

　
さ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
一
〇
年
問
に
二
割
以
上
の
人
口
流
出
が
あ
っ
た
四
四
一
の
地
域
に
つ
い
て
ど
の
産
業
部
門
で
の
就
業
人
口

が
減
少
し
て
き
て
い
る
か
に
っ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
分
析
視
角
で
は
、
若
干
の
疑
間
点
が
残
さ
れ
る
。
な
る

ほ
ど
農
業
部
門
で
の
減
少
が
圧
倒
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
い
え
て
も
、
こ
れ
ら
人
口
流
出
地
域
に
あ
っ
て
は
全
産
業
部
門
が
減
少

し
て
い
る
よ
う
た
場
合
が
当
然
予
想
さ
れ
、
さ
ら
に
、
そ
の
対
象
地
域
の
多
く
が
農
山
漁
村
で
あ
れ
ば
、
こ
う
し
た
結
果
は
余
り
に

当
然
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
た
し
か
に
、
人
口
流
出
地
域
が
農
山
村
で
み
る
と
い
う
指
摘
は
そ
れ
だ
げ
で
一
っ
の
分
析
成
果

で
は
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
そ
の
よ
う
た
こ
と
は
こ
れ
ま
で
に
多
く
言
わ
れ
て
来
た
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
と
き
ら
新
し
く
と
り
た
て
て

言
う
ほ
ど
の
メ
リ
ツ
ト
は
た
い
の
で
は
た
い
か
。
さ
ら
に
、
こ
れ
だ
げ
を
も
っ
て
、
人
口
流
出
と
農
業
不
振
と
い
う
こ
と
が
明
確
な

関
連
性
を
有
す
る
も
の
と
は
た
し
て
結
論
づ
げ
て
よ
い
も
の
か
ど
う
か
、
こ
れ
ら
の
疑
間
点
は
や
は
り
残
さ
れ
て
い
る
も
の
と
い
わ

た
げ
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
ど
う
し
て
も
、
こ
れ
ら
四
四
一
の
人
口
流
出
市
町
村
に
お
げ
る
全
産
業
部
門
に
っ
い

て
就
業
人
口
が
そ
れ
ぞ
れ
ど
う
い
う
動
向
を
示
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　
次
の
十
表
は
昭
和
三
〇
年
か
ら
四
〇
年
に
か
げ
て
四
四
一
市
町
村
の
産
業
別
就
業
人
口
の
動
向
を
調
べ
て
み
た
も
の
で
あ
る
。
も

っ
と
も
、
こ
の
う
ち
三
〇
町
村
は
町
村
分
割
合
併
の
為
昭
和
三
〇
年
の
就
業
人
口
が
把
握
で
き
ず
、
少
し
で
も
正
確
さ
を
期
す
た
め
、

対
象
か
ら
除
外
し
、
残
さ
れ
た
四
一
一
の
市
町
村
に
つ
い
て
の
分
析
を
行
っ
た
。

　
そ
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
ま
ず
農
業
に
っ
い
て
み
る
な
ら
四
一
一
市
町
村
の
う
ち
実
に
四
〇
五
市
町
村
に
お
い
て
減
少
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
少
く
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２
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２
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Ｘ
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と
も
現
代
目
本
資
本
主
義
に
お
げ
る
一
般
的
傾
向
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い

る
も
の
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
人
口
流
出
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
こ
と
を

鋭
く
示
し
て
い
る
。
例
外
と
し
て
考
え
ら
れ
る
六
地
域
に
っ
い
て
み
る
な

ら
ぼ
、
そ
の
う
ち
二
地
域
は
東
京
都
内
の
中
央
区
、
千
代
田
区
で
あ
り
、

こ
れ
は
純
粋
に
農
業
人
口
と
い
え
る
も
の
で
は
な
く
、
犬
猫
病
院
の
増
加

が
そ
の
実
態
で
あ
る
。
（
両
区
役
所
へ
の
問
合
せ
結
果
に
よ
る
）
ま
た
群
馬
県

多
野
郡
上
野
村
、
福
岡
県
朝
倉
郡
小
石
原
町
、
大
分
県
南
海
部
郡
本
匠
村

の
三
地
域
は
、
い
ず
れ
も
林
業
部
門
就
業
人
口
の
激
減
地
域
で
あ
り
、
基

本
的
に
は
林
業
か
ら
農
業
へ
の
転
換
と
い
う
特
殊
事
情
を
も
っ
た
農
業
人

口
の
増
大
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
林
業
で
は
な
い
が
鉱
業
就
業
人
口
の
激
減
の
た
め
に
農
業
人
口
が
増
加
し
た
と

い
う
長
崎
県
西
彼
杵
郡
崎
戸
町
の
ば
あ
い
に
っ
い
て
も
特
殊
事
情
と
い
う
こ
と
で
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
ま
た
こ
れ
ら
の

う
ち
、
長
崎
県
崎
戸
町
で
農
業
人
口
が
二
六
五
人
か
ら
七
四
五
人
へ
大
巾
に
増
加
し
た
一
例
を
除
い
て
は
、
農
業
人
口
の
増
加
と
い

っ
て
も
一
〇
〇
人
未
満
で
あ
り
、
数
字
的
に
み
て
も
ほ
と
ん
ど
問
題
に
な
り
え
な
い
程
度
の
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
農
業
就
業
人
口

の
増
加
が
み
ら
れ
た
六
地
域
は
い
ず
れ
も
特
殊
的
性
格
を
も
っ
た
も
の
で
あ
り
、
人
口
流
出
地
域
に
お
い
て
は
、
農
業
人
口
が
顕
著

に
減
少
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
一
般
的
な
か
た
ち
で
承
認
し
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
林
業
に
っ
い
て
で
あ
る
が
、
農
業
ほ
ど
で
は
な
い
が
そ
れ
で
も
九
割
以
上
の
市
町
村
で
減
少
し
て
い
る
。

　
増
加
し
て
い
る
三
六
市
町
村
の
う
ち
一
一
市
町
村
で
は
、
一
〇
人
未
満
の
増
加
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
り
、
相
対
的
に
は
「
変
化

　
　
　
人
口
流
出
と
地
域
的
産
業
構
成
の
変
化
（
杉
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
（
二
；
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
三
〇
（
二
一
四
）

な
し
」
と
い
う
分
類
に
含
ま
せ
た
方
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。
逆
に
増
加
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
そ
の
最
高
は
静
岡
県
榛
原
郡
本
川
根

町
の
二
二
二
人
に
す
ぎ
ず
、
地
域
産
業
構
成
の
変
化
と
し
て
問
題
に
す
べ
き
人
口
増
と
し
て
考
え
ら
れ
る
五
〇
人
以
上
増
加
の
町
村

は
僅
か
に
一
〇
町
村
し
か
な
い
。
こ
れ
を
列
挙
す
る
と
、
北
海
道
の
生
田
原
町
、
鶴
居
村
、
島
牧
村
、
長
野
県
下
伊
那
郡
南
信
濃
村
、

岐
阜
県
吉
城
郡
河
合
村
、
高
知
県
吾
川
郡
池
川
町
、
愛
媛
県
上
浮
穴
郡
柳
谷
村
、
鹿
児
島
県
大
島
郡
宇
検
村
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
ひ
と
し
く
五
〇
人
以
上
増
加
と
い
っ
て
も
、
こ
の
一
〇
町
村
の
中
に
は
大
書
な
断
層
が
あ
り
、
一
四
〇
人
以
上
の
増
加

を
し
て
い
る
。
本
川
根
町
（
二
；
一
）
、
竜
山
村
（
一
八
六
）
、
柳
谷
村
（
一
九
六
）
、
宇
検
村
（
一
七
一
）
、
鶴
居
村
（
一
四
二
）
に
対
し

て
・
他
は
い
ず
れ
も
八
○
人
未
満
の
増
加
で
し
か
な
い
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
生
田
原
町
（
七
一
）
、
島
牧
村
（
六
三
）
、
南
信
濃
村

（
五
三
）
、
河
合
村
（
五
〇
）
、
池
川
町
（
五
二
）
で
あ
っ
て
、
両
者
の
あ
い
だ
に
は
な
に
か
究
明
す
べ
き
間
題
が
残
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

　
た
お
念
の
た
め
に
変
化
○
人
と
い
う
四
市
町
村
に
っ
い
て
み
れ
ば
、
い
ず
れ
も
林
業
人
口
は
五
人
以
下
の
地
域
で
あ
り
、
地
域
産

業
の
構
成
に
か
か
わ
っ
て
は
は
と
ん
ど
問
題
と
し
な
く
て
よ
い
も
の
で
あ
る
。

　
林
業
人
口
が
増
加
し
て
い
る
三
六
市
町
村
を
地
域
的
に
わ
げ
る
と
、
北
海
道
一
一
、
九
州
九
、
中
部
七
、
東
北
四
、
そ
の
他
五
と

た
っ
て
森
林
地
方
に
多
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
森
林
地
方
で
は
林
業
が
な
お
継
続
発
展
し
て
い
く
可
能
性
を
有
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
。
し
か
し
、
一
般
的
に
言
え
ば
、
そ
の
九
割
と
い
う
圧
倒
的
数
字
が
物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、
人
口
流
出
地

域
に
お
げ
る
林
業
人
口
は
減
少
し
て
い
る
と
結
論
づ
げ
ら
れ
よ
う
。

　
次
に
漁
業
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
現
象
的
に
み
れ
ば
減
少
、
増
加
お
よ
び
変
化
な
し
の
比
率
は
ほ
ぽ
三
対
二
対
三
と
い
う
よ
う
に
な

る
。
だ
が
、
こ
れ
は
き
わ
め
て
機
械
的
に
処
理
し
た
結
果
で
あ
り
、
産
業
構
成
と
い
う
視
点
に
立
脚
す
れ
ば
現
実
的
に
は
必
ず
し
も



正
確
に
問
題
点
を
う
き
ぽ
り
に
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
そ
の
理
由
は
た
ん
と
い
っ
て
も
漁
携
の
対
象
は
水
域
を
前
提
と
し
て
い

る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
か
ぎ
り
で
は
地
域
の
自
然
的
条
件
が
き
わ
め
て
大
き
く
作
用
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
っ
ま
り
臨
海
湖
沼
地

域
と
そ
う
で
な
い
地
域
と
で
は
産
業
構
成
に
占
め
る
漁
携
の
地
位
は
き
わ
め
て
明
確
な
差
異
が
生
じ
て
く
る
の
で
あ
る
。
こ
の
自
然

的
環
境
の
影
響
が
強
い
と
い
う
点
で
は
農
業
は
も
と
よ
り
、
林
業
以
上
の
も
の
が
あ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
数
字
的
に
み
て
も

漁
業
人
口
が
増
加
し
て
い
る
一
〇
八
市
町
村
の
う
ち
の
大
部
分
は
一
人
か
ら
五
人
ま
で
の
増
加
に
－
す
ぎ
ず
、
ま
た
「
変
化
な
し
」
と

い
う
項
目
で
は
、
一
二
三
人
の
ま
ま
変
ら
な
か
っ
た
和
歌
山
県
西
牟
婁
郡
目
置
川
町
の
場
合
を
除
い
て
は
、
そ
の
大
部
分
が
も
と
も

と
漁
業
人
口
「
な
し
」
か
ら
「
な
し
」
へ
の
「
変
化
た
し
」
か
、
一
〇
名
以
下
の
「
変
化
た
し
」
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
こ
う

し
た
こ
と
は
漁
業
人
口
の
減
少
を
み
て
い
る
多
く
の
市
町
村
で
も
い
え
る
こ
と
で
あ
る
。
も
っ
と
も
こ
の
場
合
に
は
全
産
業
部
門
で

か
な
り
大
巾
な
減
少
を
示
し
た
市
町
村
で
あ
る
こ
と
を
記
し
て
お
か
ね
ぱ
な
ら
な
い
。

　
か
く
し
て
、
こ
う
し
た
白
然
的
条
件
の
差
を
勘
案
し
て
漁
業
人
口
に
五
〇
人
以
上
の
変
化
が
あ
っ
た
も
の
を
摘
出
し
て
み
る
と
、

減
少
し
た
町
村
は
六
六
、
こ
れ
に
対
し
増
加
し
た
町
村
は
僅
か
に
九
に
す
ぎ
な
い
。
自
然
的
環
境
を
考
慮
し
な
が
ら
人
口
二
割
以
上

の
流
出
地
域
に
っ
い
て
み
れ
ぼ
、
漁
業
人
口
も
ま
た
産
業
構
造
と
し
て
は
減
少
方
向
に
強
く
作
用
さ
れ
て
い
る
と
み
な
し
て
よ
い
で

あ
ろ
う
。

　
増
加
し
た
町
村
を
列
挙
す
れ
ぼ
っ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
静
岡
県
加
茂
郡
南
伊
豆
町
（
五
九
人
）

　
鹿
児
島
県
大
島
郡
宇
検
村
（
八
○
人
）

　
長
崎
県
西
彼
杵
郡
崎
戸
町
（
四
九
人
）

　
　
　
人
口
流
出
と
地
域
的
産
業
構
成
の
変
化
（
杉
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
（
二
一
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
（
二
ニ
ハ
）

　
長
崎
県
北
松
浦
郡
小
佐
々
町
（
九
五
人
）

　
長
崎
県
北
松
浦
郡
鹿
町
町
（
二
五
四
人
）

　
愛
媛
県
越
智
郡
大
三
島
町
（
六
一
人
）

　
愛
媛
県
北
宇
和
郡
津
島
町
（
一
、
六
三
六
人
）

　
香
川
県
小
豆
郡
池
田
町
（
六
三
八
人
）

　
広
島
県
佐
伯
郡
大
柿
町
（
五
二
人
）

　
こ
の
う
ち
、
長
崎
県
の
ば
あ
い
は
、
石
炭
業
か
ら
の
転
業
と
い
う
特
殊
事
情
を
考
え
ね
ば
た
ら
な
い
し
、
津
島
町
、
池
田
町
に
お

げ
る
漁
業
人
口
の
大
巾
増
も
特
殊
事
情
が
あ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
の
具
体
的
検
討
は
残
さ
れ
た
課
題
で
あ
る
。

　
鉱
山
業
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
漁
業
と
同
じ
よ
う
な
趨
勢
に
な
っ
て
い
る
。
絶
対
的
数
値
か
ら
み
る
と
昭
和
三
〇
年
か
ら
四

〇
年
に
か
け
て
の
こ
の
一
〇
年
問
に
増
加
し
た
市
町
村
一
五
〇
、
減
少
し
た
も
の
二
一
〇
、
ま
た
変
化
な
し
は
四
〇
で
あ
る
。
た
だ

石
炭
産
業
の
壊
滅
に
よ
る
人
口
滅
少
が
絶
対
数
の
減
と
し
て
あ
る
い
は
減
少
率
と
し
て
も
大
き
い
町
村
が
特
徴
的
に
検
出
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
は
こ
こ
で
付
一
言
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
た
い
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
検
討
す
べ
き
も
の
と
し
て
は
こ
の
期
問
に
増
加
し
た
一
五

〇
市
町
村
で
あ
る
が
、
そ
の
増
加
人
口
数
は
一
～
五
人
以
下
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
五
〇
人
以
上
増
加
し
た
町
村
は
こ
れ
ま
た
僅
か

に
一
〇
町
村
に
す
ぎ
た
い
。

　
念
の
た
め
に
こ
れ
ら
を
列
挙
し
て
お
く
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
福
島
県
大
沼
郡
金
山
町
（
（
六
五
人
↓
二
二
九
人
）

　
愛
媛
県
東
宇
和
郡
明
浜
村
（
五
人
↓
九
三
人
）



　
愛
媛
県
伊
予
郡
広
田
村
（
一
九
人
↓
七
四
人
）

　
三
重
県
飯
庸
郡
飯
高
町
（
○
人
↓
五
一
人
）

　
和
歌
山
県
有
田
郡
清
水
町
（
一
人
↓
ニ
ハ
一
人
）

　
和
歌
山
県
西
牟
婁
郡
目
置
川
町
（
一
二
人
↓
八
九
人
）

　
山
口
県
豊
浦
郡
豊
田
町
（
八
一
人
↓
二
四
六
人
）

　
岡
山
県
呵
哲
郡
神
郷
町
（
四
〇
人
↓
一
一
七
人
）

　
島
根
県
美
濃
郡
美
部
町
（
一
一
〇
人
↓
一
七
八
人
）

　
鹿
児
島
県
伊
佐
郡
菱
刈
町
（
二
二
人
↓
六
六
人
）

と
こ
ろ
で
、
鉱
業
人
口
の
最
大
増
加
を
示
し
た
山
口
郡
豊
田
町
で
す
ら
一
穴
五
人
の
増
加
で
し
か
な
い
。

　
山
村
地
域
で
の
鉱
山
業
と
い
っ
て
も
文
字
ど
お
り
の
鉱
山
業
で
は
た
く
、
ダ
ム
エ
事
な
ど
に
関
連
し
た
採
石
業
が
多
い
と
い
う
こ

と
だ
げ
を
こ
こ
で
は
付
記
し
て
お
く
こ
と
に
と
ど
め
た
い
。

　
次
の
建
設
業
に
な
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
各
産
業
と
は
若
干
ち
が
っ
た
性
格
が
で
て
く
る
。
そ
れ
は
減
少
市
町
村
よ
り
も
増
加
市
町

村
が
圧
倒
的
に
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
実
数
は
後
者
が
前
者
の
ほ
ぼ
二
倍
と
い
う
割
合
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
単
に
建
設

業
の
特
異
的
性
格
の
検
出
と
い
う
こ
と
以
上
に
人
口
流
出
の
原
因
に
つ
い
て
も
一
定
の
示
唆
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
人
口

流
出
地
域
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
全
産
業
に
お
い
て
就
業
人
口
が
減
少
す
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
地
域
全
産
業
の
う
ち
の
特
定
産
業

の
減
少
に
基
本
的
た
原
因
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
す
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
建
設
業
に
お
い
て
は
、
地
域
人
口
動
態
が
数
字
的
に

み
て
き
わ
め
て
大
き
な
比
重
で
あ
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
一
っ
の
特
徴
で
あ
る
。
人
口
流
出
地
域
に
お
い
て
建
設
業
人
口
が
五
〇
〇

　
　
　
人
口
流
出
と
地
域
的
産
業
構
成
の
変
化
（
杉
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
（
二
一
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
（
二
一
八
）

人
以
上
滅
少
し
た
と
こ
ろ
は
、
全
国
で
二
三
町
村
に
達
し
、
ま
た
五
〇
〇
人
以
上
増
加
し
た
と
こ
ろ
は
五
市
二
町
三
村
、
合
計
一
〇

市
町
村
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
そ
れ
ら
の
個
別
地
域
に
お
げ
る
諸
工
事
、
た
と
え
ば
ダ
ム
エ
事
な
ど
に
関
連
し
た
建
設
業
の
進
出
、

あ
る
い
は
そ
れ
と
は
逆
に
徹
退
と
い
っ
た
一
時
的
な
変
動
要
因
に
規
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
つ
づ
い
て
製
造
業
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
建
設
業
の
そ
れ
と
同
じ
よ
う
た
傾
向
を
も
っ
。

　
つ
ま
り
人
口
流
出
地
域
に
あ
っ
て
も
、
，
製
造
業
は
か
な
り
の
市
町
村
で
増
加
し
て
お
り
、
実
数
的
に
み
て
も
減
少
し
た
市
町
村
よ

り
も
増
加
し
た
市
町
村
の
方
が
か
た
り
多
い
。
と
い
う
こ
と
は
人
口
流
出
地
域
に
お
い
て
も
、
製
造
業
の
進
出
が
相
当
に
行
な
わ
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
こ
の
製
造
業
は
一
特
定
工
場
の
興
廃
に
よ
る
人
口
流
動
が
農
林
漁
業
の
ぽ
あ
い
よ
り
も

相
対
的
に
大
き
く
、
変
動
数
は
一
〇
〇
～
二
〇
〇
名
を
一
つ
の
基
準
と
し
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
こ
れ
ら
人
口
流
出
地
域
に
あ
っ

て
は
中
小
製
造
業
の
興
廃
が
そ
の
ま
ま
数
字
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
た
る
。
も
っ
と
も
こ
れ
ら
人
口
流
出
地
域
に
お

げ
る
産
業
構
成
全
体
か
ら
み
れ
ば
、
一
中
小
工
場
の
興
廃
が
地
域
経
済
の
興
廃
を
決
定
的
に
担
っ
て
い
る
と
は
必
ず
し
杢
言
え
な
い

と
い
う
こ
と
に
た
る
。
そ
の
こ
と
は
す
で
に
第
九
表
で
も
明
ら
か
た
よ
う
に
、
こ
の
製
造
業
の
廃
業
に
と
も
た
う
と
い
う
点
に
人
口

流
出
の
直
接
的
原
因
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
全
国
的
に
み
て
僅
か
に
四
町
村
で
し
か
た
か
っ
た
こ
と
を
想
起
す
れ
ば
足
り
る
で
あ
ろ

う
。
た
だ
地
域
的
に
み
た
ば
あ
い
に
出
て
く
る
一
つ
の
特
異
な
点
は
四
国
地
方
の
人
口
流
出
地
域
に
お
い
て
は
、
製
造
業
の
ほ
と
ん

ど
が
就
業
人
口
の
滅
を
示
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
特
殊
地
域
的
な
間
題
の
具
体
的
な
分
析
は
、
の
ち
に
残
さ
れ
た
課
題
と
し
て
、
こ
こ
で
は
た
ん
に
指
摘
す
る
だ
げ
に
と
ど
め

て
お
こ
う
。

　
次
に
商
業
（
卸
業
、
小
売
業
）
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
ほ
ぽ
製
造
業
と
同
じ
よ
う
た
傾
向
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
つ
ま
り
増



加
し
て
い
る
市
町
村
の
方
が
減
少
し
て
い
る
そ
れ
よ
り
も
多
い
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
商
業
に
お
け
る
人
口
減
も
ま
た
、
製
造
業
の

ば
あ
い
と
同
様
に
人
口
流
出
の
基
底
的
な
原
因
を
構
成
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
商
業
に
お
げ
る
就
業

人
口
の
減
少
を
主
因
と
し
た
人
口
流
出
地
域
は
僅
か
に
関
東
で
一
地
域
あ
る
に
す
ぎ
た
い
。
と
は
い
え
、
次
の
よ
う
な
面
の
あ
る
こ

と
を
忘
れ
て
は
い
げ
な
い
。
っ
ま
り
、
地
域
内
に
お
い
て
一
定
の
消
費
人
口
を
前
提
と
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
こ
の
商
業
に
あ
っ
て

は
、
あ
る
限
界
数
値
以
上
の
人
口
流
出
が
あ
っ
た
ば
あ
い
に
は
営
業
不
能
と
な
る
か
あ
る
い
は
こ
れ
を
副
業
化
さ
せ
る
し
か
た
い
。

こ
の
こ
と
は
、
商
業
就
業
人
口
の
減
少
し
た
地
域
が
一
七
三
も
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
証
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
製
造
業
や
商
業
と
は
逆
に
金
融
業
関
係
で
は
人
口
減
を
示
し
た
地
域
が
は
る
か
に
増
加
地
域
数
を
上
ま
わ
る
。
増
加
地
域

は
東
京
都
千
代
田
区
（
五
一
一
）
、
同
中
央
区
を
は
じ
め
（
四
五
三
）
、
福
岡
県
田
川
市
（
二
一
七
）
、
飯
塚
市
（
二
三
七
）
、
北
海
道
夕
張

市
（
一
五
二
）
、
芦
別
市
（
一
四
三
）
、
美
唄
市
（
一
三
四
）
、
な
ど
と
く
に
都
市
部
で
目
立
っ
が
、
二
二
四
市
町
の
う
ち
の
他
は
い
ず
れ

も
一
〇
〇
人
以
下
の
増
加
で
し
か
た
い
。
と
り
わ
げ
中
国
、
四
国
、
中
部
地
方
で
は
、
金
融
業
就
業
人
口
が
減
少
し
て
い
る
地
域
は
、

増
加
し
て
い
る
地
域
よ
り
も
は
る
か
に
多
く
あ
ら
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
地
域
に
お
げ
る
経
済
活
動
の
低
下
が
、
資
本
の
蓄
積
・

集
中
機
能
の
低
下
と
い
う
一
定
の
照
応
関
係
で
も
っ
て
強
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
こ
の
産
業
に
お
け
る
就
業
人
口
の
減
少
は
、
絶
対
数
か
ら
み
る
と
各
町
村
と
も
五
〇
人
以
下
の
僅
少
値
で
あ
り
、
こ
れ

で
も
っ
て
地
域
人
口
の
基
本
的
流
出
要
因
と
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
事
業
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
公
益
産
業
関
係
に
つ
い
て
は
、
製
造
業
や
商
業
と
同
様
の
傾
向
に
あ
り
、
数
字
的
に

は
増
加
し
て
い
る
市
町
村
が
相
対
的
に
多
い
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ら
人
口
流
出
地
域
に
あ
っ
て
も
、
生
活
機
能
の
上
昇
化
、
普
及

化
が
す
す
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
産
業
に
お
げ
る
就
業
人
口
の
流
出
が
地
域
人
口
流
出
の
主

　
　
　
人
口
流
出
と
地
域
的
産
業
構
成
の
変
化
（
杉
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
（
二
一
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六
（
二
二
〇
）

因
と
み
な
す
べ
き
で
は
な
い
。
と
同
時
に
逆
の
方
向
、
す
な
わ
ち
人
口
流
出
地
域
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
ら
公
益
産
業
が
営
業
不
可
能

と
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
の
あ
る
こ
と
も
知
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
た
い
。
こ
の
こ
と
は
商
業
の
ば
あ
い
と
同
藤
で
あ
る
。

　
サ
ー
ビ
ス
産
業
は
、
建
設
業
、
公
益
産
業
よ
ヶ
以
上
に
特
異
な
性
格
を
も
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
全
国
的
に
み
て
、
こ
の
サ
ー
ビ

ス
業
就
業
人
口
は
著
し
く
増
大
し
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
い
わ
ゆ
る
人
口
流
出
地
域
に
お
い
て
も
決
し
て
例
外
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
っ
ま
り
、
若
干
の
例
外
を
除
い
て
は
、
人
口
流
出
が
激
し
い
地
域
に
あ
っ
て
も
こ
の
サ
ー
ビ
ス
業
就

業
人
口
だ
げ
は
増
加
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
九
州
で
は
サ
ー
ビ
ス
業
の
減
少
し
て
い
る
地
域
が
他
に
比
し
て
相
対
的
に
多

い
が
、
こ
れ
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
炭
鉱
地
域
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
炭
鉱
閉
山
に
と
も
た
う
人
口
流
出
が
、
鉱
夫
対
象
の
サ
ー
ビ
ス

業
人
口
を
他
地
域
へ
と
移
動
さ
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
の
他
ダ
ム
エ
事
で
一
時
的
に
増
加
し
た
サ
ー
ビ
ス
業
人
口

が
工
事
終
了
と
共
に
他
地
域
へ
移
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
サ
ー
ビ
ス
業
人
口
が
減
少
し
た
例
が
中
部
地
方
を
中
心
に
若
干
あ
る
こ
と

も
記
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
公
務
に
つ
い
て
は
、
増
加
市
町
村
が
減
少
し
た
そ
れ
よ
り
も
圧
倒
的
に
多
い
。
し
か
し
、
増
加
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
、
そ
の
絶

対
的
数
値
は
五
〇
人
以
下
で
あ
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
問
題
と
す
る
わ
げ
に
い
か
な
い
も
の
で
あ
る
。
ま
た
減
少
し
て
い
る
と
い
っ
て
も

そ
の
多
く
は
二
〇
人
以
下
で
あ
り
、
行
政
業
務
遂
行
上
、
こ
の
公
務
人
口
の
大
巾
な
減
少
は
あ
り
え
た
い
。
Ｌ
た
が
っ
て
こ
れ
で
も

っ
て
人
口
流
出
の
主
要
因
と
み
な
す
わ
げ
に
は
い
か
な
い
。

　
そ
の
他
の
分
類
不
能
な
産
業
の
人
口
動
態
に
つ
い
て
は
、
そ
の
対
象
が
多
く
の
場
合
二
～
三
人
ま
で
で
あ
り
、
こ
と
さ
ら
そ
の
変

化
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
必
要
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
は
そ
れ
に
つ
い
て
言
及
し
な
い
。

　
以
上
わ
れ
わ
れ
は
、
人
口
流
出
地
域
に
お
げ
る
産
業
別
就
業
人
口
の
増
減
を
検
討
し
て
き
た
。
そ
こ
で
明
ら
か
と
た
っ
た
こ
と
は
、



ま
ず
第
一
点
と
し
て
、
建
設
業
、
製
造
業
、
公
益
産
業
、
サ
ー
ピ
ス
業
、
公
務
な
ど
の
各
部
門
で
は
就
業
人
口
の
増
加
し
て
い
る
市

町
村
数
の
方
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
二
点
は
、
農
業
、
林
業
、
漁
業
、
鉱
山
業
、
金
融
業
た
ど
の
各
部
門
で
は
就
業
人
口

の
減
少
し
て
い
る
市
町
村
数
の
方
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
第
二
点
に
付
随
し
て
で
て
く
る
第
三
の
点
は
、
漁
業
、
鉱
山
業
に
お
い
て
は
人
口
増
加
地
域
は
一
〇
〇
以
上
を
越
え
る
が
、
内
容

的
に
み
て
五
〇
人
以
上
増
加
し
た
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
九
、
一
〇
地
域
に
す
ぎ
ず
、
一
般
的
に
は
農
業
、
林
業
と
同
じ
ょ
う
な
態
様

を
と
る
と
み
な
し
て
よ
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
第
四
点
は
、
金
融
業
に
関
し
て
で
あ
る
が
、
減
少
し
た
地
域
が
多
い
と
い
う

事
実
は
あ
る
に
し
て
も
、
そ
の
内
実
は
ほ
と
ん
ど
五
〇
人
以
下
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
お
よ
び
そ
の
業
務
内
容
か
ら
み
て
き
わ
め
て

流
動
性
を
も
つ
と
い
う
点
か
ら
み
て
、
地
域
人
口
流
出
の
主
要
因
と
は
な
っ
て
い
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
以
上
の
四
点
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
、
人
口
流
出
の
主
要
因
は
農
村
、
山
村
あ
る
い
は
漁
村
だ
か
ら
と
い
う
一
般
的
な
も
の
に
求
め

ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
明
確
な
か
た
ち
で
も
っ
て
、
農
業
、
林
業
、
漁
業
、
さ
ら
に
は
鉱
山
業
の
不
振
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
Ｌ
た

が
っ
て
人
口
流
出
問
題
を
産
業
問
題
と
し
て
捉
え
な
お
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
結
論
に
達
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
農
山
村

で
あ
る
か
ら
と
い
う
抽
象
的
で
か
っ
一
般
的
な
理
由
で
も
っ
て
人
口
流
出
が
行
わ
れ
る
の
だ
と
い
う
観
念
的
見
解
に
対
す
る
一
っ
の

批
判
と
な
り
、
過
疎
間
題
に
つ
い
て
も
ま
た
過
疎
化
の
主
因
が
ま
さ
に
産
業
問
題
に
あ
る
こ
と
を
明
確
に
指
摘
で
き
る
こ
と
に
な
る

の
で
あ
る
。

第
五
章
　
ア
ソ
ケ
ー
ト
調
査
に
上
る
人
口
流
出
原
因
の
析
出

す
で
に
わ
れ
わ
れ
は
前
章
に
お
い
て
、
人
口
流
出
の
根
本
原
因
を
産
業
間
題
と
し
て
、

　
　
人
口
流
出
と
地
域
的
産
業
構
成
の
変
化
（
杉
野
）

す
た
わ
ち
、
農
業
、
林
業
、

　
　
　
三
七
（
二
二
一
）

鉱
山
業
の
衰
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退
と
そ
れ
に
と
も
な
う
就
業
人
口
の
流
出
と
い
う
か
た
ち
で
捉
え
て
お
い
た
。
し
か
し
人
口
流
出
は
他
の
要
因
に
よ
っ
て
も
生
ず
る

の
で
あ
り
、
こ
の
点
に
っ
い
て
は
既
存
統
計
表
の
利
用
で
は
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
し
た
が
っ
て
個
別
具
体
的
な
調
査
を

施
行
し
て
究
明
し
て
い
く
以
外
に
な
い
。

　
さ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
昭
和
四
四
年
二
月
（
主
と
し
て
東
目
本
）
と
昭
和
四
五
年
二
月
（
主
と
し
て
西
目
本
）
の
二
度
に
わ
た
っ
て
さ
き

に
検
出
し
た
四
一
一
の
市
町
村
（
役
所
、
役
場
）
を
対
象
に
人
口
流
出
に
か
ん
す
る
ア
ソ
ヶ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
ア
ソ
ヶ
ー
ト
調
査
結
果
に
よ
っ
て
、
人
口
流
出
の
原
因
を
各
市
町
村
が
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
を
調
べ
て
み

よ
う
。

　
回
答
数
二
八
八
（
回
答
率
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
）
の
う
ち
、
の
「
農
林
、
漁
、
鉱
業
の
不
振
」
と
答
え
た
も
の
二
三
二
、
ゆ
「
特
定
工

場
の
廃
縮
業
」
と
答
え
た
も
の
三
、
い
「
サ
ー
ビ
ス
業
の
不
振
」
と
答
え
た
も
の
○
、
ｅ
「
そ
の
他
」
と
答
え
た
も
の
五
一
、
う
ち

そ
の
具
体
的
内
容
を
付
し
た
も
の
四
八
、
飼
無
回
答
二
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
回
答
結
果
か
ら
す
れ
ぱ
、
そ
の
原
因
の
圧
倒
的
部
分
が
第
一
次
産
業
の
不
振
と
い
う
産
業
問
題
に
帰
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
で
あ
ろ
う
。
と
は
い
え
こ
の
結
果
に
っ
い
て
は
、
次
の
こ
と
が
勘
案
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
っ
ま
り
、
原
因
調
査
に
対
し
、
そ
の
回

答
記
入
が
あ
ら
か
じ
め
、
第
一
次
、
第
二
次
、
第
三
次
産
業
の
間
題
と
し
て
、
い
い
か
え
る
な
ら
か
な
り
誘
導
的
設
問
が
な
さ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
　
「
人
口
流
出
の
原
因
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
げ
れ
ど
、
あ
え
て
産
業
間
題
と
し
て
み
る
な
ら
、

第
一
次
産
業
の
不
振
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
回
答
も
当
然
含
ま
れ
て
い
る
と
予
想
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
第
一
次
産
業

の
不
振
」
と
答
え
ら
れ
た
二
三
二
（
市
町
村
）
と
い
う
数
字
は
十
分
に
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で
は
あ
る
と
し
て
も
、
設
間
に
は
も
う
少

し
回
答
の
巾
を
も
た
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。



こ
の
難
点
は
「
そ
の
他
一
と
い
う
回
答
欄
を
設
け
て
い
る
こ
と
で
か
書
補
完
さ
れ
て
い
る
。
回
答
数
克
較
的
多
い
の
で
、
検

討
の
中
心
を
こ
こ
に
移
す
と
し
よ
う
・
や
や
雑
多
凄
る
が
「
そ
の
他
一
と
い
う
回
答
の
う
ち
、
そ
の
具
体
的
原
寒
記
し
て
い
る

四
八
の
事
例
を
列
挙
し
よ
う
・
隻
一
一
内
は
回
答
し
て
き
た
そ
の
市
町
村
名
で
あ
る
が
、
内
実
は
調
査
表
記
入
者
の
個
人
的
見

解
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
ふ
ま
え
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

一
一三四五六七八九

一
〇

一
一

一
一
一

一
三

農
業
構
造
改
善
に
よ
る
経
営
規
模
拡
大
に
伴
う
農
家
数
の
減
少
（
多
度
志
町
．
北
海
道
）

二
、
三
男
の
町
内
就
職
の
職
域
が
少
な
い
た
め
（
上
士
幌
町
．
北
海
道
）

近
代
産
業
を
差
な
い
僻
村
の
経
済
蕎
、
ダ
ム
エ
事
完
了
に
よ
る
労
務
者
転
出
一
相
馬
村
．
青
森
一

余
剰
労
働
を
需
要
出
来
る
産
業
が
た
い
（
花
山
村
．
宮
城
）

高
卒
、
中
卒
者
の
就
職
先
が
な
い
（
三
島
町
．
福
島
）

高
卒
、
中
卒
者
の
都
内
へ
の
就
職
と
進
学
（
三
宅
島
．
東
京
）

地
元
に
適
当
な
勤
め
場
所
が
な
い
（
出
雲
崎
町
．
新
潟
）

主
要
産
業
で
あ
る
農
業
の
経
営
規
模
の
弱
小
の
た
め
（
旧
黒
姫
村
．
新
潟
）

豪
雪
地
帯
で
働
く
場
所
が
な
い
（
松
之
山
町
．
新
潟
）

災
害
お
よ
び
ダ
ム
建
設
に
よ
る
移
住
（
中
川
村
．
長
野
）

災
害
お
よ
び
交
通
不
便
の
た
め
（
長
谷
村
．
長
野
）

ダ
ム
建
造
の
た
め
（
王
滝
村
・
長
野
）

農
業
近
代
化
に
ょ
り
農
業
労
働
力
に
余
剰
が
で
た
が
、
そ
の
労
働
力
を
吸
収
す
る
工
場
、
事
業
所
等
が
な
い

合
流
出
と
地
域
的
産
業
構
成
の
変
化
一
杉
野
一
　
　
　
　
　
　
一
一
一
九
一
二
二
三
一

（
朝
日
村
・
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四
〇
（
二
二
四
）

岐
阜
）

山
村
な
る
が
故
に
冬
期
問
の
問
題
、
警
、
医
療
の
問
題
に
よ
り
流
出
一
藤
橋
村
．
岐
阜
一

青
少
年
が
都
市
一
流
出
す
る
の
は
都
市
一
の
あ
こ
が
れ
と
金
銭
収
入
を
考
え
る
か
ら
で
産
業
の
不
振
で
は
な
い
一
奥
明
方

・
岐
阜
）

ダ
ム
建
設
に
伴
う
水
没
地
域
の
転
出
（
豊
根
村
．
愛
知
）

霧
働
の
場
所
が
な
い
◎
公
共
文
化
施
設
一
学
校
・
医
療
等
一
が
な
塗
父
通
が
不
醤
若
い
人
ば
都
Ａ
一
で
生
活
し
た
い
と

い
う
等
　
地
域
で
強
制
さ
れ
る
労
働
的
、
経
済
的
負
担
が
大
き
い
（
小
原
村
．
愛
知
）

若
年
層
の
流
出
、
重
労
働
を
き
ら
う
傾
向
（
天
川
村
．
奈
良
）

若
者
は
農
林
業
よ
り
都
会
一
あ
こ
が
れ
る
、
子
髪
も
っ
も
の
は
子
供
の
警
茎
家
ご
と
引
払
一
て
移
住
す
る
一
黒

滝
村
・
奈
良
）

子
弟
教
育
が
で
き
な
い
（
野
迫
川
村
・
奈
良
）

露
業
選
択
の
自
由
窪
い
一
山
林
労
務
以
外
に
噌
が
な
い
一
◎
教
育
困
難
一
高
賛
上
は
通
学
不
可
能
６
嫁
取
困
難
一
大

塔
村
・
奈
良
）

電
源
開
発
事
業
に
よ
る
水
没
家
屋
続
出
の
た
め
（
上
北
山
村
．
奈
良
）

青
年
層
の
希
望
す
る
職
場
が
な
い
（
宮
川
村
．
三
重
）

現
金
収
入
な
く
学
卒
、
若
年
層
の
都
市
就
職
に
よ
る
（
大
塔
村
．
和
歌
山
）

二
、
三
男
の
働
く
所
が
な
い
（
哲
多
町
．
岡
山
）



二
六

二
七

二
八

二
九

三
〇

三
一

三
二

三
三

三
四

三
五

三
六

三
七

三
八

三
九

四
〇

若
年
層
の
都
市
流
出
（
勝
田
町
・
岡
山
）

子
弟
の
農
業
後
継
者
が
都
市
の
企
業
に
就
職
（
甲
奴
町
・
広
島
）

豪
雪
災
害
、
猪
、
猿
に
よ
り
農
作
物
を
荒
さ
れ
た
、
無
医
村
で
あ
る
（
豊
平
町
・
広
島
）

若
年
労
働
者
の
転
出
、
小
規
模
農
家
の
転
出
、
賃
金
生
活
へ
の
転
向
（
三
和
町
・
広
島
）

都
市
近
郊
化
に
よ
る
若
年
労
働
カ
の
都
市
固
定
化
（
八
千
代
町
・
広
島
）

農
業
拡
大
の
余
地
が
な
い
（
高
宮
町
・
広
島
）

都
市
隣
接
農
村
で
あ
る
こ
と
、
農
業
近
代
化
に
よ
り
労
働
力
過
剰
、
農
業
へ
の
魅
力
が
な
く
な
っ
た
（
菊
川
町
・
山
口
）

若
年
層
対
象
の
適
当
な
就
業
場
所
が
な
い
、
都
会
へ
の
あ
こ
が
れ
（
阿
東
町
・
山
口
）

都
市
産
業
へ
の
流
出
（
東
和
町
・
山
口
）

農
林
業
の
低
所
得
に
対
す
る
高
賃
金
の
都
市
へ
の
流
出
、
生
活
水
準
の
高
度
化
に
伴
う
支
出
に
見
合
う
所
得
の
確
保
の
た

め
都
市
へ
の
流
出
、
農
山
村
で
交
通
事
情
そ
の
他
に
よ
り
工
場
誘
致
が
困
難
、
相
対
的
た
農
家
人
口
が
過
剰
で
あ
っ
た
こ

と
、
薪
炭
生
産
者
の
失
業
（
豊
田
町
・
山
口
）

林
業
以
外
に
就
業
す
る
事
業
が
な
い
（
上
那
賀
町
・
徳
島
）

家
庭
経
済
の
安
定
を
図
る
た
め
高
額
所
得
源
を
求
め
る
（
日
吉
村
・
愛
媛
）

子
供
が
農
業
を
嫌
っ
て
出
て
行
く
（
上
浦
町
・
愛
嬢
）

農
林
業
規
模
拡
大
が
で
き
な
い
の
で
、
現
金
収
入
を
得
る
た
め
出
稼
が
多
く
な
っ
た
（
城
川
町
・
愛
媛
）

急
激
に
成
長
す
る
杜
会
経
済
に
、
町
内
産
業
が
追
随
出
来
ず
現
金
収
入
を
他
に
求
め
る
た
め
（
香
北
町
・
高
知
）

人
口
流
出
と
地
域
的
産
業
構
成
の
変
化
（
杉
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
（
二
二
五
）



四
一

四
二

四
三

四
四

四
五

四
六

四
七

四
八

立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二
（
二
二
六
）

都
市
ど
の
経
済
交
流
や
婚
姻
関
係
に
よ
り
市
内
に
挙
村
転
住
（
土
佐
山
村
・
高
知
）

零
細
農
家
が
多
く
、
農
閑
期
の
収
入
が
な
い
た
め
（
星
野
村
・
福
岡
）

農
業
経
営
の
規
模
が
小
さ
く
収
入
が
少
な
い
た
め
第
二
次
産
業
が
な
い
（
鹿
央
町
・
熊
本
）

中
学
生
及
高
校
生
の
流
出
に
伴
な
う
自
然
減
に
よ
る
（
マ
マ
）
（
米
水
津
村
・
大
分
）

県
内
の
働
き
先
よ
り
収
入
が
多
く
、
働
く
先
が
多
い
た
め
と
い
う
の
が
極
め
て
大
き
い
（
マ
マ
）
（
西
郷
町
・
宮
崎
）

ダ
ム
エ
事
の
終
了
、
一
般
住
民
の
出
産
の
減
少
（
諸
塚
村
・
宮
崎
）

山
村
の
労
働
移
態
が
都
市
と
異
っ
て
機
械
化
等
が
都
市
と
異
な
り
万
事
に
ス
ピ
ー
ド
感
が
な
く
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ソ
的
な
生

活
が
で
き
な
い
、
又
高
校
以
上
の
教
育
を
受
げ
農
林
業
に
従
事
す
る
こ
と
は
逆
コ
ー
ス
の
様
な
考
え
が
あ
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
（
西
米
良
村
・
宮
崎
）

農
耕
地
が
少
な
く
零
細
規
模
で
あ
る
こ
と
と
、
地
場
生
業
が
な
く
生
活
す
る
だ
げ
の
所
得
が
得
ら
れ
な
い
た
め
（
瀬
戸
内

町
・
鹿
児
島
）

こ
れ
ら
に
つ
い
て
そ
の
理
由
の
多
い
も
の
か
ら
順
に
整
理
配
列
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

）イ（）口（ｏｅ鮒

地
域
内
に
就
職
先
が
な
い
た
め
（
ニ
ハ
）

若
年
層
の
都
市
流
出
の
た
め
（
九
）

農
業
経
営
観
模
が
弱
小
な
た
め
（
六
）

教
育
、
医
療
、
交
通
不
便
の
た
め
（
四
）

ダ
ム
建
設
の
た
め
（
三
）



り
　
災
害
の
た
め
（
二
）

○
り
　
農
業
嫌
悪
の
た
め
（
二
）

的
婚
姻
関
係
の
た
め
（
二
）

ｃ
ル
　
経
営
規
模
拡
大
の
た
め
（
一
）

的
　
地
域
で
の
強
制
的
労
働
や
経
済
負
担
が
大
き
い
た
め
（
一
）

¢
リ
　
出
産
の
減
少
（
一
）

げ
　
ス
ピ
ー
ド
感
が
な
い
た
め
（
一
）

も
っ
と
も
、
か
た
り
の
町
村
で
二
っ
以
上
の
原
因
を
あ
げ
て
い
る
が
、
そ
の
場
合
に
は
、
　
「
原
因
の
多
様
性
」
に
っ
い
て
究
明
す
る

と
い
う
意
図
か
ら
他
の
町
村
に
な
い
特
殊
た
原
因
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
た
め
に
（
　
）
内
の
数
字
に
若
干
の
変
動
が

あ
る
が
、
こ
の
変
動
の
内
容
は
さ
き
に
あ
げ
た
四
八
町
村
の
具
体
的
な
回
答
を
参
照
に
す
れ
ぼ
補
正
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
と
は
い

え
、
問
題
は
こ
う
し
た
数
字
の
確
定
化
に
あ
る
の
で
は
た
い
。
一
見
す
れ
ば
こ
う
し
た
雑
多
な
人
口
流
出
の
諸
原
因
の
な
か
に
一
本

の
赤
い
線
が
貫
か
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
っ
ま
り
こ
う
し
た
多
様
な
諾
原
因
の
中
に
一
貫
す
る
論
理
は
た
に
か
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
点
の
究
明
を
つ
づ
げ
て
い
こ
う
。

　
人
口
が
な
ぜ
流
出
す
る
の
か
、
こ
れ
が
設
間
で
あ
る
。
こ
の
流
出
状
況
を
現
象
的
に
捉
え
た
も
の
が
い
の
「
若
年
層
の
都
市
流
出
」

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
は
人
口
流
出
の
基
本
原
因
で
は
な
く
、
そ
の
現
象
形
態
で
あ
る
。
で
は
な
ぜ
、
若
年
層
は
都
市
へ
と

流
出
す
る
の
か
、
そ
れ
は
た
ん
に
都
市
へ
の
あ
こ
が
れ
と
い
う
抽
象
的
な
も
の
で
は
な
く
、
現
金
収
入
を
欲
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
点
に
お
い
て
、
ま
さ
し
く
現
金
収
入
を
得
る
職
場
が
地
域
に
な
い
た
め
と
い
う
の
の
最
多
の
理
由
に
達
す
る
の
で
あ
か
。
し

　
　
　
人
口
流
出
と
地
域
的
産
業
構
成
の
変
化
（
杉
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
（
二
二
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四
（
二
二
八
）

た
が
っ
て
「
そ
の
他
」
と
回
答
を
寄
せ
ら
れ
た
地
域
の
過
半
数
は
「
地
域
内
に
就
職
先
が
な
く
、
若
年
層
が
都
市
へ
流
出
す
る
」
と

い
う
原
因
に
よ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
だ
が
、
こ
の
原
因
と
い
う
も
の
も
、
っ
き
っ
め
て
み
れ
ば
、
二
っ
の
間
題
に
直
面
せ
ざ
る
を
え
た
い
。
そ
の
第
一
は
な
ぜ
に
就
職

を
探
す
若
年
労
働
者
が
出
て
き
た
の
か
と
い
う
間
題
で
あ
り
、
そ
の
簾
二
は
、
な
ぜ
地
域
内
に
お
い
て
就
職
先
が
な
い
の
か
と
い
う

間
題
で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
っ
の
間
題
は
相
互
に
関
連
し
て
い
る
。

　
第
一
の
間
題
か
ら
出
発
し
よ
う
。
こ
の
間
題
に
つ
い
て
、
さ
き
に
列
挙
し
た
具
体
例
か
ら
抽
出
し
て
く
る
と
、
「
農
業
近
代
化
」

（
朝
日
村
・
岐
阜
）
や
「
薪
炭
生
産
者
の
失
業
」
（
豊
田
町
・
山
口
）
と
い
う
こ
と
が
、
そ
の
一
応
の
解
答
と
た
る
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ

で
こ
の
「
農
業
近
代
化
」
と
は
た
に
か
。
そ
れ
は
い
う
ま
で
も
た
く
、
農
業
に
お
げ
る
機
械
化
に
よ
る
省
力
化
、
品
種
改
良
、
施
肥

料
改
善
な
ど
が
含
ま
れ
る
が
、
こ
れ
を
杜
会
的
規
模
で
よ
り
一
般
的
に
，
捉
え
れ
ば
農
業
構
造
改
善
事
業
に
み
ら
れ
る
耕
地
整
理
と
経

営
規
模
の
拡
大
、
作
付
転
換
に
よ
る
農
業
経
営
の
多
様
化
（
畜
産
、
璽
云
な
ど
も
含
む
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
い
わ
ば
、

そ
れ
は
農
業
に
お
げ
る
生
産
性
向
上
運
動
で
あ
り
、
農
業
の
「
合
理
化
」
で
あ
る
。
だ
が
こ
こ
で
は
多
く
を
述
べ
ず
、
さ
し
あ
た
り

農
業
近
代
化
を
農
業
の
個
別
経
営
あ
た
り
の
生
産
性
向
上
と
い
う
程
度
に
理
解
し
て
お
き
、
さ
き
へ
す
す
む
と
し
ょ
う
。
さ
て
、
こ

の
「
農
業
近
代
化
」
の
結
果
と
し
て
、
若
年
労
働
力
の
過
剰
が
生
れ
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
そ
の
よ
う
に
容
易
に
理

解
で
き
そ
う
で
あ
る
。
げ
れ
ど
も
、
す
ぐ
れ
て
常
識
的
に
考
え
れ
ぽ
こ
の
農
業
の
近
代
化
は
そ
の
ま
ま
若
年
労
働
力
の
過
剰
を
生
み

だ
す
も
の
で
は
な
い
。

　
な
る
ほ
ど
、
農
業
生
産
力
の
向
上
は
、
一
定
量
の
作
物
を
生
産
す
る
に
要
す
る
労
働
時
間
を
短
縮
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ

は
過
剰
な
労
働
力
を
生
み
だ
す
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
依
然
と
し
て
農
業
労
働
カ
は
必
要
な
の
で
あ
る
。



わ
が
国
の
農
業
が
家
族
労
働
力
の
総
支
出
で
も
っ
て
営
な
ま
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
こ
で
は
、
良
質
の
労
働
カ
の
保
持
者
で
あ
る

壮
青
年
労
働
力
の
み
が
農
業
に
残
り
、
老
人
や
婦
人
等
の
労
働
力
は
農
業
か
ら
駆
逐
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
少
く
と
も
常
識
的
に
考

え
れ
ぼ
そ
の
よ
う
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

　
だ
が
現
実
は
こ
れ
と
は
ち
が
っ
て
若
年
労
働
力
が
過
剰
と
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
す
る
な
ら
、
そ
こ
に
は
た
ん
に
「
農

業
近
代
化
」
と
い
う
原
因
以
上
の
「
な
に
か
」
が
そ
こ
に
あ
る
と
考
え
ね
ぱ
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
い
う
な
れ
ば
、
こ
れ
こ
そ
若
年

労
働
力
の
過
剰
と
ひ
い
て
は
そ
の
流
出
を
生
み
だ
す
真
の
原
因
と
い
う
こ
と
に
た
る
で
あ
ろ
う
。

　
で
は
こ
の
「
な
に
か
」
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
簡
単
に
言
え
ば
、
従
来
規
模
で
の
農
業
で
は
、
た
と
え
収
穫
量
が
増
え
て
も
生
活
出

来
な
い
と
い
う
杜
会
的
現
実
な
の
で
あ
る
。
っ
ま
り
農
業
近
代
化
に
よ
っ
て
投
下
労
働
量
は
減
少
し
た
も
の
の
、
そ
し
て
従
来
の
収

穫
量
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
も
の
を
得
て
い
て
も
「
生
活
」
が
困
難
な
為
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
農
業
に
よ
る
生
計
維
持
が
困
難
に

な
っ
て
き
た
そ
も
そ
も
の
原
因
が
さ
ら
に
っ
き
と
め
ら
れ
な
け
れ
ぽ
た
ら
な
い
。
だ
が
、
こ
の
問
題
こ
そ
は
人
口
流
出
の
根
本
原
因

と
も
み
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
検
討
に
っ
い
て
は
さ
き
に
ひ
き
の
ば
す
と
し
よ
う
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
は
「
農
業
近
代
化
」
に
よ
っ

て
農
業
生
産
性
を
あ
げ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
で
も
な
お
農
家
生
計
維
持
は
困
難
で
あ
る
と
い
う
農
村
の
実
態
を
ひ
と
ま
ず
確

認
し
て
お
く
だ
け
に
と
ど
め
よ
う
。

　
農
家
は
経
営
規
模
の
拡
大
を
図
る
わ
げ
で
あ
る
が
、
土
地
所
有
と
土
地
の
も
っ
て
い
る
有
限
性
と
い
う
自
然
的
性
質
に
よ
っ
て
、

そ
の
経
営
規
模
の
拡
大
は
決
し
て
容
易
で
は
な
い
。
こ
こ
に
お
い
て
い
「
農
業
経
営
観
模
弱
小
」
が
ど
こ
ま
で
も
っ
き
ま
と
う
と
い

う
大
き
な
壁
に
ぶ
ち
あ
た
る
の
で
あ
る
。
だ
が
し
か
し
経
営
観
模
に
っ
い
て
み
る
と
こ
れ
を
個
別
的
に
考
え
る
な
ら
資
金
が
豊
富
に

あ
り
さ
え
す
れ
ば
、
土
地
買
収
や
詩
負
耕
作
と
い
っ
た
か
た
ち
で
の
拡
大
も
可
能
な
の
で
あ
り
、
や
は
り
基
本
的
に
は
農
家
の
生
計
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困
難
と
い
う
点
に
間
題
は
た
ち
か
え
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
と
は
い
え
そ
の
こ
と
は
逆
の
場
合
に
つ
い
て
杢
言
え
る
こ
と
で
あ
っ
て
、

農
家
が
裕
福
で
あ
れ
ほ
、
農
家
は
土
地
を
手
離
さ
ず
、
し
た
が
っ
て
ま
た
経
営
観
模
の
拡
大
も
思
う
よ
う
に
行
か
な
い
の
で
あ
る
。

だ
が
こ
の
場
合
に
は
、
人
口
流
出
し
て
い
く
理
由
は
な
く
、
農
家
が
裕
福
で
あ
る
と
い
う
設
定
は
こ
こ
で
は
た
し
え
な
い
。
し
た
が

っ
て
こ
こ
で
は
「
経
営
規
模
が
弱
小
な
た
め
」
に
農
家
の
生
計
困
難
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
そ
の
た
め
に
経
営
観
模
の
拡
大
を
図
る

の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
で
き
な
い
。
と
す
れ
ば
、
他
の
職
業
に
「
現
金
収
入
」
を
求
め
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
さ
い
に
は
、
商
品

価
直
の
高
い
労
働
力
が
、
す
な
わ
ち
若
年
労
働
力
が
過
剰
↓
流
出
と
い
う
形
態
を
と
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
若
年
労
働
力
が
過
乗
化

し
て
く
る
杜
会
的
理
由
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
さ
に
杜
会
的
諸
関
係
の
な
か
か
ら
で
て
く
る
の
で
あ
る
。
だ
が
、
も
う
一
っ
の
理
由
は

物
理
的
な
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
は
農
業
に
お
げ
る
機
械
の
導
入
に
よ
っ
て
、
過
重
な
労
働
が
軽
減
化
さ
れ
、
老
人
や
婦
女
子
に
で
も

農
業
に
た
い
し
て
全
部
的
な
従
事
が
可
能
と
な
っ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
な
げ
れ
ほ
、
少
く
と
も
農
業
を
営
ん
で
い
る

以
上
、
若
年
労
働
力
が
そ
こ
に
お
い
て
過
剰
化
し
流
出
し
え
な
い
。
つ
ま
り
、
こ
の
杜
会
的
お
よ
び
物
理
的
と
い
う
二
つ
の
理
由
に

よ
っ
て
若
年
労
働
力
が
農
村
で
過
剰
に
な
っ
て
都
市
へ
と
流
出
し
て
く
る
の
で
あ
る
。

　
だ
が
、
は
っ
き
り
と
確
認
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
な
に
も
農
村
で
過
剰
化
し
て
く
る
の
は
若
年
労
働
力
の
み
で
は
た
い
。

そ
れ
は
農
家
に
お
げ
る
過
剰
人
口
の
一
つ
の
、
し
か
も
比
較
的
新
し
い
形
態
で
あ
り
、
家
族
構
成
か
ら
み
た
過
剰
人
口
の
形
態
と
し

て
は
、
も
う
少
し
は
っ
き
り
さ
せ
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
農
家
に
あ
っ
て
は
家
族
労
働
力
の
う
ち
、
次
男
、

三
男
以
下
あ
る
い
は
若
年
女
子
は
従
来
か
ら
も
他
の
職
を
求
め
て
流
出
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
っ
た
し
、
ま
た
そ
う
い
う
意
味
で

は
農
家
に
お
い
て
た
え
ず
過
剰
人
口
が
生
ま
れ
て
き
て
い
た
わ
げ
で
あ
る
。
し
か
し
わ
れ
わ
れ
が
こ
こ
に
「
若
年
労
働
力
」
と
い
う

言
葉
で
表
現
し
て
い
る
も
の
は
、
家
族
構
成
の
う
ち
の
「
長
男
」
を
も
含
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
を
掴
ん
で
い
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。



こ
の
こ
と
を
理
解
し
て
い
な
げ
れ
ば
、
の
ち
に
関
連
し
て
く
る
こ
と
で
あ
る
が
昭
和
三
〇
年
代
か
ら
四
〇
年
代
に
か
げ
て
の
「
若
年

労
働
カ
」
の
過
剰
化
の
根
本
原
因
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
理
段
階
に
お
げ
る
若
年
労
働
力
の
流
出
は
い
わ
ゆ
る
戦
前
に
ー
も
あ
っ
た
よ
う
な
次
男
以
下
、
お
よ
び
若
年
女
子
労
働
力

の
流
出
だ
げ
で
な
く
、
長
男
を
も
含
め
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
だ
げ
に
戦
前
と
は
質
的
に
ち
が
っ
た
問
題
が
あ
る
と
い

う
こ
と
に
た
る
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
こ
の
こ
と
と
も
関
連
す
る
が
、
農
業
に
お
げ
る
過
剰
人
口
は
こ
れ
ら
若
年
労
働
カ
に
か
ぎ
る
も
の
で
は
な
い
。
挙
家
離
農

と
い
う
か
た
ち
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
そ
れ
で
ま
た
戦
前
と
は
異
っ
た
新
し
い
一
っ
の
問
題
を
提
起
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
こ
の
離
農
と
い
う
こ
と
は
農
家
に
お
げ
な
生
計
困
難
が
一
層
激
化
し
た
結
果
で
あ
り
、
さ
き
に
み
て
お
い
た
よ
う
に
「
経

営
規
模
が
弱
小
」
で
あ
る
小
農
や
極
貧
、
零
細
農
を
中
心
と
し
て
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
経
営
観
模
の
弱
小
」
な

農
家
で
は
、
若
年
労
働
力
が
た
ん
に
生
産
性
の
向
上
と
い
う
視
角
か
ら
み
て
過
剰
に
た
る
の
で
は
な
く
、
現
段
階
に
ー
お
げ
る
農
業
問

題
と
の
関
係
で
過
剰
に
な
る
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
に
提
え
て
こ
そ
ま
た
挙
家
離
村
と
い
う
移
態
で
の
過
剰
人
口
を
も
理
解
で
き
る

の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
　
「
そ
の
他
」
と
い
う
原
因
の
な
か
に
は
「
営
業
観
模
拡
大
の
た
め
」
と
い
う
の
が
一
例
あ
る
が
、
こ
れ
は
常
識
的
に
考
え

る
と
、
営
業
規
模
が
拡
大
し
た
な
ら
ば
、
当
然
そ
こ
で
は
よ
り
多
く
の
労
働
力
が
必
要
と
な
る
は
ず
で
あ
り
、
経
営
規
模
の
拡
大
か

ら
そ
の
ま
ま
労
働
力
の
流
出
へ
と
直
結
し
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
お
そ
ら
く
こ
こ
で
い
わ
ん
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
一
方
に
お
げ
る
経
営
規
模
の
拡
大
は
、
他
方
に
お
げ
る
離
農
ま
た
は
経
営
規
模

の
縮
小
が
な
げ
れ
ぼ
な
ら
ず
、
こ
の
こ
と
を
念
頭
に
介
在
さ
せ
て
な
が
ら
人
口
流
出
と
い
う
こ
と
を
導
き
だ
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
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と
す
れ
ぽ
、
こ
れ
は
全
く
逆
の
◎
と
同
じ
こ
と
に
た
る
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
農
業
に
お
げ
る
経
営
規
模
の
拡
大
の
た
め
に
相
当

の
借
金
を
し
、
農
業
が
不
振
の
結
果
、
こ
の
借
金
が
支
抵
え
ず
、
そ
の
結
果
と
し
て
離
農
し
た
と
い
う
多
く
の
例
の
あ
る
こ
と
も
ま

た
全
国
的
に
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
経
営
観
模
の
拡
大
の
た
め
」
と
い
う
理
由
が
そ
の
ま
ま
妥
当
す
る
場
合
が
あ

る
こ
と
も
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
そ
こ
に
は
農
業
と
い
う
一
つ
の
産
業
と
し
て
の
む
ず
か
し
い
間
題
が
横
た
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
念
頭
に
置
か
た

げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
産
業
と
し
て
の
間
題
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
さ
き
の
「
薪
炭
生
産
者
の
失
業
」
と
い
う
点
に
も
関
説
し

な
い
わ
げ
に
は
い
か
な
い
。
、

　
こ
こ
で
は
産
業
と
し
て
の
薪
お
よ
び
木
炭
の
生
産
が
完
全
に
破
壌
さ
れ
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
は
通
常
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
」
の
影
響
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
が
、
究
明
し
て
お
か
た
げ
れ
ば
な
ら
た
い
の
は
、
ど

の
よ
う
に
し
て
石
油
が
こ
れ
ら
薪
・
木
炭
に
と
っ
て
替
っ
た
の
か
と
い
う
そ
の
杜
会
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
点
で
は

「
そ
の
他
」
の
理
由
と
し
て
は
出
て
来
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
石
炭
産
業
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
化
と
い
う
も
う
一
っ
の
大
き
な
間
題
に
っ

き
あ
た
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
石
炭
産
業
従
事
者
す
た
わ
ち
炭
鉱
労
働
者
と
薪
・
木
炭
の
生
産
者
の
大
量
な
失
業
が

生
じ
た
こ
と
も
、
杜
会
的
に
み
れ
ば
相
対
的
過
剰
人
口
の
発
生
の
一
要
因
を
な
し
て
い
る
。

　
ま
た
こ
の
こ
と
は
漁
業
に
っ
い
て
も
い
え
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
こ
で
も
若
年
労
働
力
を
含
め
た
大
量
の
過
剰
人
口
が
生
じ
て
き

た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
み
て
く
る
と
、
産
業
間
題
で
は
な
い
と
し
て
「
そ
の
他
」
に
相
対
的
過
剰
人
口
の
発
生
を
そ
の
原
因
と
し
て
き

て
い
る
と
は
い
う
も
の
の
依
然
と
し
て
そ
れ
は
産
業
間
題
と
し
て
還
元
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
の
間
題
に
移
ろ
う
。



　
そ
の
問
題
と
い
う
の
は
、
相
対
的
過
剰
人
口
が
出
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
地
域
内
に
就
職
す
る
こ
と
た
く
、
都
市
へ
と
流

出
し
て
い
く
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
な
普
地
元
に
就
職
先
を
み
い
だ
し
え
な
い
か
と
い
う
問
題
に
な
る
。

　
資
本
主
義
杜
会
に
お
げ
る
基
本
的
生
産
関
係
は
資
本
１
１
賃
労
働
関
係
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
資
本
が
な
げ
れ
ぼ
労
働
者

を
雇
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
資
本
１
１
賃
労
働
関
係
が
未
成
熟
な
農
、
林
、
漁
業
に
お
い
て
は
、
そ
う
し
た

産
業
自
体
の
破
壊
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
新
し
く
資
本
を
導
入
し
、
労
働
者
を
雇
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
。
っ
ま
り
、

現
段
階
に
お
い
て
そ
こ
で
資
本
が
資
本
と
し
て
機
能
し
う
る
だ
け
の
素
地
（
立
地
条
件
）
が
杜
会
的
に
欠
げ
て
い
る
と
い
う
こ
と
な

の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
資
本
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
農
村
を
基
盤
と
し
た
弱
小
資
本
で
あ
り
、
資
本
蓄
積
は
質
量
的
に
も
大
資
本
の

そ
れ
に
及
ば
た
い
。

　
こ
の
こ
と
は
資
本
の
立
地
条
件
を
め
ぐ
る
地
理
的
問
題
と
し
て
も
捉
え
う
る
が
、
な
に
は
と
も
か
く
第
二
次
産
業
の
一
般
的
欠
除

と
い
う
こ
と
が
、
こ
の
地
域
に
お
げ
る
産
業
構
成
の
特
質
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
サ
ー
ビ
ス
を
内
容
と
し
て
い
る
第
三

次
産
業
も
観
光
行
楽
地
を
除
外
す
れ
ば
こ
れ
ら
の
地
域
に
は
こ
れ
と
い
っ
た
魅
力
的
な
資
本
の
立
地
条
件
は
な
い
。
か
く
し
て
第
三

次
産
業
の
発
達
も
こ
れ
ら
の
地
域
に
は
あ
る
限
界
以
上
に
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
な
ぜ
こ
れ
ら
の
地
域

に
就
職
先
が
た
い
か
と
い
う
問
題
も
相
対
的
に
は
地
域
の
も
つ
杜
会
的
お
よ
び
自
然
的
諸
条
件
と
あ
わ
せ
て
そ
の
地
域
が
も
っ
て
い

る
特
殊
的
な
間
題
と
し
て
捉
え
ら
れ
な
い
こ
と
も
な
い
が
、
資
本
の
蓄
積
運
動
と
い
う
こ
と
を
考
え
れ
ば
や
は
り
こ
れ
も
産
業
問
題

と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
で
「
そ
の
他
」
を
理
由
と
し
て
人
口
流
出
の
内
容
も
根
本
的
に
は
産
業
間
題
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
わ
れ

わ
れ
は
「
そ
の
他
」
の
中
に
そ
れ
以
外
の
理
由
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
次
に
そ
れ
ら
の
こ
と
に
っ
い
て
検
討
し
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よ
う
。

　
人
口
流
出
の
大
き
な
原
因
と
し
て
ｅ
「
教
育
・
医
療
な
ど
の
公
共
設
備
が
欠
除
」
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
い
わ
れ
る
。
し
か
し
、

教
育
は
も
し
家
計
が
許
せ
ば
子
弟
を
都
市
に
寄
宿
さ
せ
て
も
通
学
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
れ
ら
の
地
域
に
あ
っ
て
も
、

上
層
部
の
子
弟
は
そ
の
よ
う
な
通
学
形
態
を
と
っ
て
い
る
ば
あ
い
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
。
ま
た
医
療
関
係
に
つ
い
て
も
、
そ
の
経
費

さ
え
我
慢
す
れ
ば
往
診
を
依
頼
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
。
交
通
不
便
も
マ
ィ
ヵ
ー
に
よ
っ
て
問
題
を
あ
る
程
度
解
消
し
う
る

の
で
あ
る
。
Ｌ
た
が
っ
て
こ
の
間
題
は
や
は
り
家
計
の
困
難
さ
が
教
育
・
医
療
の
貧
弱
さ
、
交
通
の
不
便
と
し
て
強
く
意
識
の
上
に

．
逆
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
は
人
口
流
出
の
一
つ
の
原
因
と
は
た
り
え
て
も
金
銭
的
に
は
流
出
し
な
く
て

も
あ
る
程
度
ま
で
解
決
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
人
口
流
出
の
根
本
的
原
因
で
は
た
い
。

　
　
次
は
鮒
「
ダ
ム
建
設
に
と
も
た
う
人
口
流
出
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
ダ
ム
建
設
に
と
も
た
っ
て
労
務
者
の
地
域
内
流
入
が
あ
り
、
工

事
終
了
と
と
も
に
こ
れ
ら
の
労
務
者
が
地
域
外
へ
流
出
す
る
こ
と
を
そ
の
原
因
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
定
の
時
期

を
と
っ
て
み
れ
ぽ
極
端
た
人
口
数
の
う
え
で
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
数
字
上
の
プ
ラ
ス
．
マ
イ
ナ
ス
で
あ
っ

　
て
、
真
の
流
出
で
は
た
い
の
で
あ
る
。

　
　
だ
が
、
間
題
は
そ
れ
だ
げ
で
済
ま
せ
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
ず
、
移
動
労
務
者
の
地
域
内
へ
の
流
入
に
ょ
っ
て
生
活
様
式
が
変
化

す
る
。
現
金
経
済
（
商
品
経
済
）
が
急
速
に
強
ま
り
、
賃
金
水
準
が
上
昇
し
、
そ
の
結
果
、
そ
れ
が
農
家
で
あ
れ
そ
の
他
で
あ
れ
従

来
の
生
計
確
保
の
手
段
に
よ
っ
て
は
も
は
や
こ
の
変
化
し
た
生
活
様
式
を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
く
る
。
こ
う
し
て
ダ
ム

　
エ
事
終
了
と
共
に
、
旧
来
か
ら
こ
の
地
に
住
む
地
元
の
人
達
も
他
所
へ
と
流
出
す
る
こ
と
が
十
分
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た

　
家
屋
の
水
没
の
た
め
と
い
う
場
合
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
も
し
そ
の
地
域
で
十
分
な
生
計
を
営
む
こ
と
が
可
能
な
ら
ば
、
地
域
外
へ
の



直
接
的
な
流
出
に
は
結
び
っ
か
な
い
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
場
合
の
地
域
外
へ
の
流
出
も
、
や
は
り
生
計
確
保
な
い
し
拡

大
の
た
め
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
の
ダ
ム
建
設
は
人
口
流
出
の
根
本
的
原
因
で
は
な
く
、
い
わ
ぼ

生
活
破
壊
に
も
と
づ
く
人
口
流
出
の
加
速
要
因
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
り
の
「
災
害
の
た
め
」
と
い
う
場
合
も
、
　
「
ダ
ム
に
よ
る
水
没
の
た
め
」
と
類
型
的
に
は
同
一
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
は

「
十
分
な
」
補
償
が
な
く
、
そ
れ
だ
げ
に
事
態
は
い
っ
そ
う
深
刻
と
い
わ
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
流
出
し
て
い
く
モ
メ
ソ
ト

が
そ
れ
だ
げ
強
い
と
い
え
よ
う
。
と
は
い
え
、
こ
れ
も
、
も
し
災
害
複
旧
に
よ
っ
て
そ
の
地
域
内
で
十
全
な
生
計
を
維
持
し
確
保
す

る
こ
と
が
で
き
る
た
ら
、
こ
こ
に
は
流
出
し
て
い
く
理
由
が
な
く
な
る
わ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
「
災
害
の
た
め
」
と
い

う
原
因
も
、
い
う
な
れ
ぼ
人
口
流
出
の
加
速
要
因
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
っ
づ
い
て
的
の
「
婚
姻
関
係
の
た
め
」
と
い
う
点
に
っ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
二
っ
の
間
題
点
を
も
っ
て
い
る
。
っ
ま
り
、
他

の
条
件
を
捨
象
し
て
み
る
と
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
地
域
外
と
地
域
内
と
の
婚
姻
に
よ
る
プ
ラ
ス
、
マ
ィ
ナ
ス
は
零
と
考
え
て
も
よ

さ
そ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
婚
姻
関
係
自
体
と
し
て
の
人
口
流
出
は
婚
姻
関
係
に
よ
る
人
口
流
入
に
ょ
っ
て
帳
消
し
さ
れ
る
べ
き

性
質
の
も
の
な
の
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
こ
れ
で
も
っ
て
人
口
流
出
の
直
接
的
原
因
と
は
み
な
し
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
が
ま
ず
問
題
の
第
一
点
で
あ
る
。

　
次
に
婚
姻
に
ょ
る
人
口
流
入
が
な
い
こ
と
、
す
な
わ
ち
内
容
的
に
は
「
嫁
が
き
て
く
れ
な
い
」
と
い
う
点
に
っ
い
て
で
あ
る
が
、

こ
れ
に
は
い
ろ
い
ろ
の
理
由
が
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
農
業
を
は
じ
め
と
す
る
第
一
次
産
業
の
低
所
得
と
い
う
こ
と
が
そ
の
理
由
の
基

底
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
都
市
と
比
べ
て
生
活
様
式
の
後
進
性
も
大
き
な
理
由
で
は
あ
る
が
、
こ
の
基
底
的
理
由
に
も
と
づ
く
第
二

次
的
た
理
由
で
し
か
な
い
。
こ
れ
ら
二
つ
の
点
か
ら
み
て
も
、
や
は
り
こ
れ
は
産
業
問
題
の
婚
姻
関
係
へ
の
反
映
と
し
て
捉
え
ら
れ
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る
も
の
な
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
理
由
の
ほ
か
に
、
例
「
地
域
で
の
強
制
的
労
働
や
経
済
負
担
が
大
き
い
た
め
」
と
い
う
理
由
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
地

域
的
共
同
作
業
が
崩
壊
し
て
い
く
最
終
的
状
況
を
反
映
し
て
い
る
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
っ
ま
り
、
地
域
（
村
落
）
に
お
け
る

共
同
作
業
す
な
わ
ち
橋
や
道
の
改
修
を
は
じ
め
田
植
な
ど
の
共
同
農
作
業
は
一
定
の
人
口
（
戸
数
）
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
維
持
可
能

な
の
で
あ
り
、
人
口
流
出
に
よ
っ
て
戸
数
が
減
少
す
れ
ぱ
、
ニ
ロ
ダ
あ
た
り
の
労
務
お
よ
び
金
銭
の
支
出
は
割
高
と
な
り
、
そ
の
負
担

が
困
難
と
な
っ
て
く
る
。

　
そ
の
こ
と
か
ら
人
口
流
出
が
生
じ
る
が
、
こ
の
ば
あ
い
の
流
出
は
一
定
の
人
口
流
出
を
前
提
と
し
て
生
じ
る
、
い
わ
ば
事
後
的
な

人
口
流
出
で
あ
り
、
こ
れ
を
も
っ
て
基
本
的
な
原
因
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
だ
が
、
農
業
不
振
の
結
果
、
共
同
作
業
へ
の
参
加
が
過
大
負
担
と
な
り
、
そ
の
結
果
の
流
出
と
み
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
や
は
り
産

業
問
題
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
同
じ
く
¢
リ
「
出
産
の
減
少
」
と
い
う
の
は
、
人
口
の
自
然
減
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
若
年
労
働
の
流
出
の
結
果
、
地
域
内
で
の
出
産

能
力
の
低
下
と
な
っ
て
そ
の
影
響
が
あ
ら
わ
れ
て
き
た
の
で
あ
っ
て
、
論
理
的
に
人
口
流
出
の
原
因
と
し
て
は
捉
え
難
く
、
ま
た
そ

れ
は
人
口
の
杜
会
的
減
少
の
結
果
と
し
て
の
人
口
の
自
然
的
減
少
を
意
味
し
て
い
る
に
他
な
ら
な
い
。

　
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
「
そ
の
他
」
の
他
に
感
情
お
よ
び
感
覚
的
た
原
因
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
っ
ま
り
Ｏ
う
「
農
業
嫌
悪
の
た
め
」
、

切
「
ス
ピ
ー
ド
感
が
な
い
た
め
」
、
と
い
う
二
つ
が
そ
う
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
た
に
ゆ
え
に
農
業
が
嫌
い
な
の
で
あ
ろ
う
か
、
こ
れ
が
個
人
的
な
嫌
悪
で
あ
れ
ば
問
題
外
で
あ
る
が
、
一
般
的
な
か
た

ち
で
の
農
業
嫌
悪
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
農
業
で
は
生
活
で
き
た
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。



　
離
農
す
る
人
で
も
、
農
業
は
好
き
な
ん
だ
が
と
い
う
事
例
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
ま
た
「
ス
ピ
ー
ド
感
」
が
な
い
か
ら
と
い
う
の
は
、
余
り
に
抽
象
的
な
理
由
に
す
ぎ
る
き
ら
い
が
あ
る
。
し
か
し
、
近
代
人
の
セ

ソ
ス
と
し
て
「
テ
ソ
ポ
の
早
さ
」
を
欲
す
る
こ
と
は
十
分
に
察
せ
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
近
代
に
お
げ
る
感
覚
と
し
て
の
テ
ソ
ポ
の

早
さ
は
、
や
や
極
論
に
す
ぎ
る
か
も
し
れ
ぬ
が
、
ま
さ
し
く
、
工
場
内
に
お
け
る
コ
ソ
ベ
ァ
・
シ
ス
テ
ム
の
ス
ピ
ー
ド
ァ
ッ
プ
化
、

商
品
流
通
の
ス
ピ
ー
ド
化
た
ど
に
あ
ら
わ
さ
れ
る
資
本
の
回
転
の
ス
ピ
ー
ド
ァ
ッ
プ
化
の
反
映
と
し
て
理
解
し
う
る
も
の
で
あ
る
。

　
農
業
に
お
げ
る
作
物
生
産
は
部
分
的
に
は
育
成
期
問
の
短
縮
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
性
質
上
相
対
的
に
は
き
わ
め
て
強

く
自
然
的
条
件
に
制
約
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
　
「
ス
ピ
ー
ド
感
」
が
欠
除
す
る
の
は
致
し
方
な
い
。

　
だ
が
、
こ
の
「
ス
ピ
ー
ド
感
に
欠
げ
る
」
と
い
う
理
由
が
な
に
ゆ
え
に
人
口
流
出
と
な
る
の
か
と
い
う
点
に
な
る
と
、
そ
の
関
連

は
甚
々
不
明
確
で
あ
る
。
近
代
人
に
と
っ
て
は
、
ま
さ
に
こ
の
「
ス
ピ
ー
ド
感
」
か
ら
の
解
放
こ
そ
求
め
ら
れ
て
も
し
か
る
べ
き
筈

の
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
の
こ
と
は
「
ス
ピ
ー
ド
感
の
欠
除
」
す
る
「
ふ
る
さ
と
」
へ
の
郷
愁
が
近
代
人
に
と
っ
て
か
た
り
一

般
的
な
も
の
と
し
て
存
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
い
い
う
る
こ
と
で
あ
る
。

　
と
な
る
と
、
こ
の
「
ス
ピ
ー
ド
感
の
欠
除
」
を
人
口
流
出
の
原
因
と
す
る
こ
と
は
そ
の
論
理
的
関
係
が
不
明
確
で
あ
り
、
か
っ
ま

た
そ
れ
が
き
わ
め
て
、
主
観
的
、
個
別
的
た
も
の
で
あ
る
と
理
解
し
て
も
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。

　
以
上
、
わ
れ
わ
れ
は
、
市
町
村
に
た
い
す
る
ア
ソ
ヶ
ー
ト
調
査
に
も
と
づ
い
て
、
人
口
流
出
の
原
因
に
っ
い
て
究
明
し
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
第
一
に
ア
ソ
ヶ
ー
ト
の
方
法
に
問
題
が
あ
る
に
せ
よ
、
回
答
総
数
二
八
八
中
の
二
三
二
、
す
な
わ
ち
八
○
％
が
第
一
次

産
業
の
不
振
と
回
答
し
た
こ
と
、
第
二
に
「
そ
の
他
」
と
答
え
た
四
八
（
一
七
％
）
に
っ
い
て
は
、
そ
の
内
容
を
分
析
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
こ
れ
ま
た
人
口
流
出
の
根
本
原
因
が
産
業
間
題
で
あ
る
こ
と
を
検
出
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
地
域
に
お
げ
る
産

　
　
　
人
口
流
出
と
地
域
的
産
業
構
成
の
変
化
（
杉
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
（
二
三
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四
（
二
三
八
）

業
構
成
の
変
化
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
導
き
出
し
て
き
た
結
論
、
す
た
わ
ち
人
口
流
出
間
題
は
産
業
問
題
で
あ
る
と
い
う
同
じ

結
論
に
達
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
か
く
し
て
わ
れ
わ
れ
は
、
さ
き
の
就
業
人
口
か
ら
み
た
地
域
的
産
業
構
成
の
変
化
お
よ
び
、
二
八
八
の
人
口
流
出
地
域
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
ア
ソ
ヶ
ー
ト
調
査
の
分
析
結
果
と
し
て
、
人
口
流
出
問
題
が
す
ぐ
れ
て
産
業
問
題
で
あ
る
こ
と
を
実
証
し
た
わ
け
で
あ
る
。

あ
　
と
　
が
　
き

　
本
稿
は
『
人
口
流
出
地
域
の
経
済
的
研
究
』
と
い
う
論
稿
の
第
一
部
を
た
す
も
の
で
あ
る
。

　
た
だ
し
、
時
期
的
関
係
か
ら
沖
縄
県
は
含
ま
れ
て
い
な
い
し
、
地
域
的
た
人
口
動
態
に
つ
い
て
も
昭
和
三
〇
年
か
ら
、
高
度
経
済

成
長
期
を
含
む
昭
和
四
五
年
ま
で
の
期
間
に
っ
い
て
数
量
的
に
把
握
し
て
論
述
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
都
合
に
よ
り
昭
和
四
〇
年

ま
で
の
検
討
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
た
お
工
業
都
市
た
ど
と
の
関
連
性
の
分
析
に
お
い
て
不
十
分
さ
を
残
す
と
は
い
え
、
そ
れ
で
も

高
度
経
済
成
長
期
に
お
げ
る
人
口
流
出
の
基
本
的
原
因
に
つ
い
て
は
、
十
分
に
明
ら
か
に
た
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。

　
し
た
が
っ
て
、
昭
和
四
〇
年
か
ら
四
五
年
に
か
げ
て
、
人
口
流
出
の
地
域
的
分
布
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
と
い
う
こ
と
が
間

題
に
な
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
先
ど
り
し
て
言
え
ぽ
、
東
北
地
方
に
つ
い
て
も
挙
家
離
村
型
の
人
口
流
出
が
み
ら
れ
る
に
至
っ
た
と

い
う
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。

　
こ
の
点
は
従
来
か
ら
言
わ
れ
て
き
た
東
北
目
本
の
「
出
稼
ぎ
型
」
に
た
い
Ｌ
て
西
日
本
の
「
挙
家
離
村
型
」
と
い
う
人
口
流
出
に

か
ん
す
る
地
域
的
分
布
の
類
型
化
論
に
た
い
す
る
一
っ
の
批
判
と
し
て
今
後
の
検
討
課
題
に
な
ろ
う
。

　
す
で
に
昭
和
五
〇
年
の
国
勢
調
査
報
告
も
発
表
さ
れ
て
い
る
現
今
に
お
い
て
は
、
あ
ら
た
に
人
口
移
動
の
Ｕ
タ
ー
ソ
や
Ｊ
タ
ー
ソ



現
象
と
呼
ば
れ
る
状
況
が
生
じ
て
い
る
。
構
造
的
不
況
と
の
関
連
で
人
口
の
地
域
的
移
動
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
さ
し
あ
た

り
高
度
経
済
成
長
期
を
対
象
と
し
た
本
稿
と
は
別
の
研
究
課
題
に
－
た
る
で
あ
ろ
う
。

　
な
お
今
後
に
発
表
予
定
の
第
二
部
で
は
、
「
人
口
流
出
地
域
の
経
済
的
分
析
」
が
そ
の
主
題
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
昭
和
三
九
年

頃
か
ら
お
こ
な
っ
て
き
た
現
地
キ
キ
ト
リ
調
査
を
中
心
と
し
た
実
態
分
析
が
中
心
と
た
る
。
そ
の
対
象
と
な
っ
た
市
町
村
は
、
濃
淡

の
差
は
あ
れ
一
〇
〇
を
優
に
越
え
る
。
こ
こ
で
は
、
地
域
経
済
の
状
況
と
人
口
流
出
の
関
連
を
は
じ
め
、
そ
れ
に
伴
う
多
様
た
杜
会

経
済
問
題
の
分
析
、
ま
た
過
疎
対
策
た
ど
の
地
域
振
興
政
策
の
展
開
過
程
を
分
析
す
る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
第
三
部
で
は
全
体
の
総
括
的
部
分
を
た
す
も
の
で
あ
り
、
　
「
高
度
資
本
蓄
積
と
地
域
経
済
構
造
の
変
化
」
を
予
定
し
て
い

る
。
こ
こ
で
は
、
第
一
部
で
、
人
口
流
出
間
題
を
た
ん
に
産
業
問
題
と
し
て
、
い
わ
ば
一
般
的
か
っ
抽
象
的
な
把
握
に
と
ど
め
た
点

を
、
よ
り
具
体
化
し
て
い
き
た
い
。
っ
ま
り
、
国
家
独
占
資
本
主
義
下
に
お
け
る
資
本
の
強
蓄
積
、
具
体
的
に
は
高
度
経
済
成
長
期

に
お
げ
る
米
日
独
占
資
本
の
強
蓄
積
が
、
こ
れ
ら
人
口
流
出
地
域
を
、
婁
言
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
地
域
に
お
げ
る
農
業
、
林
業
、
漁
業
、

鉱
山
業
を
ど
う
捉
え
て
い
っ
た
か
を
明
ら
か
に
し
な
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
と
く
に
、
こ
の
問
に
お
い
て
国
家
権
カ
を
動
員
し
た
独
占

資
本
の
強
蓄
積
、
す
な
わ
ち
国
家
政
策
と
し
て
展
開
さ
れ
た
農
林
漁
業
政
策
は
も
と
よ
り
、
地
方
財
政
政
策
や
大
規
模
工
業
立
地
政

策
と
絡
め
な
が
ら
、
全
体
と
し
て
米
目
独
占
資
本
に
よ
る
人
口
流
出
地
域
の
支
配
・
収
奪
構
造
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
な
お
、
本
稿
は
、
昭
和
四
二
年
以
降
、
三
回
に
わ
た
っ
て
助
成
金
が
付
与
さ
れ
た
文
部
省
科
学
研
究
〔
一
般
研
究
ｏ
、
過
疎
地
経
済
に
か
ん
す
る
理

論
的
実
証
的
研
究
〕
に
も
と
づ
く
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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